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こいのぼり
5月5日は「子どもの日」ですが、もともとは

「端午（たんご）の節句（せっく）」といわれ、男の子
の祭りの日でした。3月3日の女の子の「桃の節
句」とならんで、古くから行われている年中行事
のひとつです。ちょうど5月は菖蒲の花の咲く頃
で「菖蒲の節句」ともいわれてきました。こいの
ぼりは、鯉を空高く泳がせることによって男児の
元気な成長と困難を乗り越えて出世してゆくよう
にとの願いを託したもの。
最近は、谷間にワイヤを張りたくさんのこいの

ぼりを飾ることが新聞などで報道されます。
甲斐市内でも、睦沢地域で、棚田の上空に張っ

たワイヤに約100匹の色とりどりのこいのぼりが
並び、訪れる人の目を楽しませています。これは
睦沢地域ふれあい館を中心にこの地域のみなさん
が５年前から取り組んでいるもの。ご家庭で不用
になったこいのぼりがありましたらぜひ寄付を、
と呼びかけています。
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一
般
会
計
予
算
額
は
２
２
８
億
４
、６
２
３
万
８
千
円

各
会
計
の
予
算
総
額
は
３
７
２
億
９
、７
２
５
万
６
千
円

平
成
17
年
度
当
初
予
算
が
、
市
議
会

３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
成
立
し
ま
し

た
。先

月
号
で
藤
巻
市
長
の
予
算
概
要
説

明
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
今
月
号
で

は
、
主
な
施
策
と
そ
の
予
算
額
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
計
別
の
予
算
額
は
下
記
の
表
の
と

お
り
で
す
。

一
般
会
計
は
、
２
２
８
億
４
、６
２
３

万
８
千
円
、
特
別
会
計
も
合
計
し
た
予

算
総
額
は
、
３
７
２
億
９
、
７
２
５
万

６
千
円
で
し
た
。
前
年
度
予
算
額
に
つ

い
て
は
、
旧
３
町
等
の
合
計
額
で
す
。
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市
税
は
、
収
入
の
32
％
で
73
億
７
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

市
税
に
続
い
て
収
入
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い
地
方
交
付
税
は
、

合
併
や
生
活
保
護
関
係
の
算
定
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
前
年
度
比

較
で
５
億
１
、
７
０
０
万
円
の
増
額
で
計
上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
後
は
国
庫
補
助
金
の
削
減
と
税
源
移
譲
に
伴
う
税
制
改
革
な
ど

に
よ
り
、
歳
入
構
成
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
治
体
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
を
踏
ま
え
、
財
源
確
保
に
十
分

留
意
し
て
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。
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甲
斐
市
の
基
本
理
念
「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
を
実

現
す
る
た
め
、
次
の
重
点
項
目
を
掲
げ
、
各
施
策
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。

重
点
項
目
は
、「
都
市
機
能
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
心
豊
か
で

文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
」「
健
や
か
で
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」

「
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」「
住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
」
の
６
項
目
で
す
。

行
政
運
営
の
基
本
と
な
る
甲
斐
市
総
合
計
画
の
策
定
経
費
も
計
上

し
、
新
市
の
歩
む
べ
き
指
針
を
定
め
て
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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健やかで心ふれあう
まちづくり
○保健医療施策の充実
・休日夜間急患体制事業　　　　　　2,611万円
・予防接種事業　　　　　　　　　　9,087万円
・結核予防事業　　　　　　　　 872万円
・母子保健事業　　　　　　　　　　3,601万円
・健康推進事業　　　　　 1億7,216万円
・肝がん検診事業　　　　　　　　　2,183万円
・働きざかり花の実年検診事業　　　5,680万円
・老人医療費助成事業　　　　　　　6,737万円
・国民健康保険特別会計繰出金 4億3,824万円
・老人保健特別会計繰出金　　　 3億151万円
・乳幼児医療費助成事業　　 1億1,561万円

○福祉施策の充実
・甲斐市社会福祉協議会への委託・補助

5,363万円
・老人保護措置事業　　　　　　　　4,822万円
・在宅介護支援センター運営事業　　1,263万円
・在宅福祉・介護予防事業　　　　　5,891万円
・敬老祝金給付事業　　　　　　　　4,441万円
・介護保険特別会計繰出金　　 3億1,854万円
・生活保護扶助費　　　　　　 4億4,023万円
・児童手当　　　　　　　　　 3億9,655万円
・児童扶養手当　　　　　　 2億6,164万円
・竜王南児童館建設事業　　　 1億6,639万円
・市内保育所（私立）事業　　 4億3,000万円
・広域保育事業　　　　　　　 2億1,000万円
・特別保育事業　　　　　　　　　 5,805万円
・保育園大規模改修事業　　　　 4,200万円

○障害者福祉の充実
・身体障害者保護事業　　　 1億6,314万円
・知的障害者施設訓練費等支援事業

2億3,207万円
・身体障害者（児）保護事業　　　 4,475万円
・特別障害者手当等給付費　　　　 2,242万円
・障害者手当事業　　　　　　　　 6,160万円
・在宅福祉事業　　　　　　　　　 4,649万円
・在宅心身障害者（児）福祉事業　 2,193万円
・身体障害者医療費助成事業　 1億6,833万円

都市機能の
充実したまちづくり

○新市の拠点となる
地域整備事業

・竜王駅周辺整備事業　　　　
23億5,811万円

○道路網の整備
・道路維持改良事業　　　　

4,976万円
・道路舗装事業　　　　　　

7,200万円
・道路新設改良事業　　　　 2億7,379万円

○河川改修事業
・河川維持事業　　　　　　　　　3,000万円
・河川改修事業　　　　　　 1億3,120万円

○公共交通機関等の整備
・コミュニティバス試行運行事業 648万円
・バス路線維持対策事業　　　　　1,242万円
・社会実験事業
（双葉ＳＡのスマートＩＣ関係の事業経費など）

895万円

心豊かで文化の
かおるまちづくり

○学校教育の充実
・小学校扇風機設置工事　　　

3,411万円
・敷島北小学校
スクールバス購入　　　

2,100万円
・双葉西小学校外溝整備工事　

2,000万円
・敷島中学校体育館設計委託費　 1,027万円
・双葉中学校プール改築工事　　 7,872万円
・中学校扇風機設置工事　　　　 1,988万円
・外国人講師招致事業　　　　　 3,928万円
・小学校コンピューター管理費　 2,666万円
・中学校コンピューター管理費　 2,425万円

○生涯学習・スポーツ活動の推進
・双葉ふれあい文化館自主企画事業 1,300万円
・図書館資料購入費　　　　　　 5,353万円
・図書館利用カードシステムデータ移行作業　　

2,577万円
○男女共同参画事業の推進
・男女共同参画プランの策定、
女性団体の活動補助など　　　 153万円

○国際交流の推進
・アイオワ州キオカック友好交流、
タラマラハイスクール語学留学受入など　　　

358万円
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活気にあふれる
まちづくり

○農林業の振興
・農業振興地域整備計画調査作成　　440万円
・竜王土地改良区補助金　　　　 1,399万円
・土地改良事業　　　　　　　 1億6,995万円
・広域営農団地農道整備事業負担金 6,247万円
・中山間地域総合整備事業負担金 4,116万円
・畑地帯総合整備事業負担金　　 1,338万円
・クラインガルテンクラブハウス（管理棟）建設

1億5,203万円
・クラインガルテン施設の管理運営事業　　　　　

831万円
・寺平千田林道舗装工事　　　　 2,310万円
・安寺沢林道など改良・舗装工事 1,496万円

○観光資源の整備
・「甲斐市から見た富士山」写真コンテ
スト、観光パンフレット作成など観光
推進事業　　　　　　　　　　 540万円

・観光イベント事業　　　　　　2,480万円
・釜無川レクリエーションセンター
増改築工事　　　　　　 2億2,085万円

安全で快適に
暮らせるまちづくり

○公園の整備・緑化の推進　
・玉幡地区拠点公園整備事業

6億1,995万円
・都市公園・市立公園
維持管理事業 6,255万円

・緑化推進事業　 1,929万円
○上・下水道の整備
・下水道事業特別会計繰出金

10億7,991万円
・簡易水道特別会計繰出金　　　 9,052万円

○環境衛生の向上
・やすらぎ聖苑維持管理事業　　 3,817万円
・中巨摩地区広域事務組合・峡北広域行政
事務組合へのごみ処理・し尿処理負担金　　

7億4,621万円
・地域し尿処理施設特別会計繰出金

574万円
○消防・防災の充実
・甲府地区行政事務組合と峡北広域行政事務
組合への消防事業負担金、消防団活動費、
消防施設維持管理費など　　

7億9,552万円
・防災ガイド作成費、地域防災計画作成費、
防災行政無線維持管理費、
自主防災組織等補助金など　　 3,853万円

○交通安全の推進
・専門交通指導員設置、交通安全施設設置工事、
乳幼児チャイルドシート貸出経費など　　　　　

3,282万円
○防犯体制等の充実
・防犯灯設置工事、防犯灯電気代等補助など　　

2,429万円

住みよさをみんなで
築くまちづくり

○身近な自治の振興
・市民憲章制定事業　 38万円
・行政連絡調整委員設置、
行政連絡調整費交付金　　　　

4,774万円
○行財政の効率化
・総合計画策定事業 1,697万円
・国勢調査事業　 3,263万円
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8

双
葉
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
設
置
し
行
わ
れ
る
社
会
実
験
が
い
よ
い
よ
始
ま

り
ま
し
た
。
４
月
25
日
か
ら
７
月
25
日
（
月
）
の
３
か
月

間
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

スマートインター社会実験がスタート スマートインター社会実験がスタート 

運
用
時
間
　
午
前
６
時
〜
午
後
10
時

（
24
時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
す
。

対
象
車
両
は
軽
自
動
車
及
び
普
通
車
が
利
用
で

き
ま
す
。（
※
有
料
道
路
区
分
の
普
通
車
以
下
で
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
両
が
利
用
で
き
ま
す
）

東
京
方
面
に
行
く
人
、
東
京
方
面
か
ら
降
り
る

人
が
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
人
は
、
一
旦
停
止
型
Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
す

の
で
、
必
ず
停
車
し
て
ゲ
ー
ト
が
開
く
の
を
確
認

し
て
か
ら
発
進
し
て
く
だ
さ
い
。

甲
斐
市
を
横
断
す
る
国
道
20
号
、
県
道
甲
府
韮
崎

線
及
び
県
道
敷
島
田
富
線
は
、
韮
崎
IC
や
甲
府
昭
和

IC
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
で
す
が
、
朝
夕
の
渋
滞

が
日
常
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
韮
崎
IC
と
甲
府
昭
和
IC
の
中
間
点
に
あ

る
双
葉
SA
に
ス
マ
ー
ト
IC
（
社
会
実
験
）
を
設
置
し
、

高
速
道
路
の
有
効
活
用
を
進
め
、
市
内
道
路
の
渋
滞

を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
地
域
生
活
の
充
実
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
検
証
し
、
将
来
、
双
葉
SA
の
活
用

に
向
け
、
こ
の
制
度
の
円
滑
な
導
入
を
図
る
た
め
に

整
備
効
果
や
管
理
上
の
課
題
を
事
前
に
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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お得なＥＴＣ割引制度
ＥＴＣを利用するにあたり、次の条件全てを満たす場合、通行料金の割引対象となります。
１　ＥＴＣのある入口料金所をＥＴＣ無線通信により走行すること
２　午前６時～９時もしくは午後５時～８時までの間に
入口または出口の料金所を通過すること（右図参照）

３　総走行距離が100km以内であること（双葉ＳＡ～八
王子ＩＣ間は100km以内です）

（注意事項）
・大都市近郊区間は、割引対象外となります。
・通勤割引は、朝夕の各割引時間帯の中で１回に限り適
用されます。
・高速自動車国道以外の有料道路（一般有料道路や首都
高速道路など）は、割引の対象外となります。



近
年
、
核
家
族
化
・
晩
婚
化
な
ど
の
進
行
、
就
労
環
境
の
変
化
な
ど
を
背

景
と
し
、
少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
少
子
化
の
進
行
は
社
会
活
力
の
低
下

な
ど
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を

は
じ
め
と
す
る
少
子
化
へ
の
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
応
援
で
き
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、「
甲
斐
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
〜
子
ど
も

が
　
親
が
　
地
域
が
　
育
つ
ま
ち
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
次

の
４
つ
の
柱
を
基
本
目
標
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
10
年
間
の
集
中
的
・
計
画

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
目
標

●
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る

基
盤
づ
く
り

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
に

お
い
て
、
影
響
を
受
け
る
の
は
子

ど
も
で
あ
る
た
め
、
子
ど
も
の
幸

せ
を
第
一
に
考
え
、
子
ど
も
の
利

益
が
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る
よ
う

に
配
慮
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

は
次
代
の
親
に
な
る
と
い
う
認
識

の
も
と
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の

た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

●
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
る
環
境
づ
く
り

保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の

第
一
義
的
な
責
任
を
も
つ
と
い
う

認
識
の
も
と
、
長
期
的
な
視
野
に

立
ち
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
、
柔
軟
か
つ
総

合
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を

地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

子
育
て
の
基
本
的
役
割
は
家

庭
に
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、

地
域
社
会
の
一
員
で
あ
る
子
ど
も

を
健
や
か
に
育
む
た
め
に
は
、
家

庭
は
も
と
よ
り
、
地
域
・
団
体
・

企
業
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

を
担
い
な
が
ら
、
連
携
と
協
力
を

図
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
に
立

ち
、
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
地

域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

●
子
育
て
家
庭
に
配
慮
し
た

環
境
づ
く
り

少
子
化
の
進
行
は
、
労
働
力

不
足
や
社
会
の
活
力
の
低
下
を
招

く
こ
と
か
ら
、
女
性
の
み
な
ら

ず
、
男
性
を
も
含
め
た
働
き
方
の

見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
企
業
等
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
子
育
て
支
援
に

取
り
組
も
う
と
す
る
事
業
者
に
対

し
、
情
報
提
供
な
ど
の
支
援
を
推

進
し
ま
す
。

基
本
方
針

◆
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に

対
す
る
支
援

◆
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

◆
母
子
の
健
康
の
確
保
・

相
談
体
制
の
充
実

◆
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実
と

食
育
の
推
進

◆
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

学
校
教
育
の
推
進

◆
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

◆
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る

養
育
機
能
の
向
上

◆
妊
婦
や
子
ど
も
連
れ
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

◆
防
犯
・
交
通
安
全
教
育
の
推
進

◆
子
ど
も
の
権
利
保
障
の
た
め
の

支
援
の
推
進

◆
経
済
支
援
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保
育
料
は
、
保
育
材
料
や
給
食
を
賄
う
材
料
費
な
ど
児
童
を
保
育

す
る
た
め
及
び
、
保
育
園
を
運
営
す
る
た
め
に
大
切
な
財
源
で
す
。

ま
た
、
保
育
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
国
の
徴
収
基
準
に
よ
り
徴
収

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
市
独
自
の
徴
収
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。
平
成
17

年
度
甲
斐
市
保
育
料
徴
収
基
準
額
表
に
つ
い
て
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
基
準
額
表
に
つ
い
て
は
、
各
庁
舎
窓
口
に
て
配
布
を

行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
１
　

■
行
動
計
画
書
の
閲
覧

策
定
さ
れ
た
計
画
書
は
、
市
内
各

児
童
館
・
図
書
館
・
甲
斐
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
７
）
３
１
１
５

平
成
17
年
度
甲
斐
市
で
は
、
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
に
伴
い
甲
斐
市
内

の
公
立
保
育
園
に
お
い
て
引
き
続
き
次

の
特
別
保
育
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
延
長
保
育
事
業

通
常
保
育
時
間
（
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
以
外
の
時
間

で
行
う
保
育
で
、
平
日
の
朝
は
午
前
７

時
30
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で
、
夕
方
は

午
後
４
時
30
分
か
ら
７
時
ま
で
、
土
曜

日
の
朝
は
午
前
７
時
30
分
か
ら
８
時
30

分
ま
で
、
昼
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
午

後
１
時
ま
で
の
間
で
行
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
指
定
の

申
請
書
で
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
利
用
料
金
は
、
月
額
１
、

５
０
０
円
で
す
。

●
一
時
保
育
時
事
業

専
業
主
婦
家
庭
等
の
育
児
疲
れ
解
消
、

急
病
や
断
続
的
勤
務
・
短
時
間
勤
務
等
の

勤
務
体
制
の
多
様
化
等
に
伴
う
一
時
的
な

保
育
を
行
う
も
の
で
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
指
定
の
申

請
書
で
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
保
育
園
の
定
員
に
余
裕
が
な

い
と
利
用
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
各
保
育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

な
お
、
利
用
時
間
及
び
利
用
料
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
利
用
時
間
は
、

平
日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
０
時
30
分
ま
で
で
す
。
利
用
料
に
つ

い
て
は
、
３
歳
未
満
児
が
日
額
１
、
８
０

０
円
、
３
歳
児
が
日
額
１
、
２
０
０
円
、

４
歳
以
上
児
が
日
額
１
、
０
０
０
円
で
す
。

●
障
害
児
保
育
事
業

心
身
に
何
等
か
の
障
害
を
有
す
る
児

童
を
保
育
す
る
事
業
で
、
集
団
保
育
が

可
能
で
日
々
通
園
が
で
き
る
児
童
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
各
保
育

園
に
て
入
園
相
談
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
特
別
保
育
事
業
が
利
用
で
き

な
い
日
は
、
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
、
年

末
年
始
で
す
。

ま
た
、
こ
の
特
別
保
育
事
業
に
つ
い

て
は
、
市
内
公
立
保
育
園
８
園
（
竜
王

北
保
育
園
、
竜
王
東
保
育
園
、
竜
王
南

保
育
園
、
竜
王
西
保
育
園
、
竜
王
中
央

保
育
園
、
敷
島
保
育
園
、
松
島
保
育
園
、

双
葉
西
保
育
園
）
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
１

特
別
保
育
事
業
に
つ
い
て

11
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■サービスの詳細や申請などの問い合わせは…
・高齢福祉課（敷島庁舎） 055（277）3116

・竜王支所地域課（竜王庁舎） 055（278）1666
・双葉支所地域課（双葉庁舎） 0551（20）3651
・甲斐市基幹型在宅介護支援センター（敷島
庁舎内）相談直通電話 055（277）1240

甲斐市高齢者等在宅福祉
サービス事業のご案内（２）

市では、高齢者等の皆様に次の在宅福祉サービス
を提供しています。今月は、介護保険制度の給付対
象とならない人が受けられるサービスおよびその他
の事業を紹介します。

●生きがい活動支援通所事業（ミニデイサービス）
内容 レクリエーションや趣味講座などを行ない、

閉じこもりや介護予防できるよう自立した
生活の支援をします。

対象者 介護保険制度の給付対象とならない、おお
むね65歳以上の一人暮らし、高齢者のみの
世帯に属する人。

期日 毎週火曜日 午前10時～午後３時
利用料金 600円（昼食代を含む）

●生活管理短期宿泊事業（ショートステイ）
内容 生活習慣が欠如したり対人関係が成立しな

いなど社会適応が困難な高齢者を施設で短
期間お預りします。

対象者 介護保険制度の給付対象とならない、おお
むね65歳以上の高齢者。

期日 原則として、１か月７日以内。
利用料金 介護サービスに要した費用の1割負担。

●軽度生活援助事業（ホームヘルプ）
内容 家事援助（調理･洗濯･掃除･買い物･話し相

手）などホームヘルパーを派遣して身の回り
のお世話をします。

対象者 介護保険対象とならない、おおむね65歳以
上の一人暮らし、高齢者世帯に属する人

利用料金 介護サービスに要した費用の1割負担。

〇その他事業のご案内
●金婚記念祝事業
内容 市内に住所を有する金婚を迎えられるご夫

妻にお祝いとして金婚記念写真（撮影代含
む一式）を贈呈します。

対象者 平成17年度対象者の婚姻届出日は昭和29年4
月2日～昭和30年4月1日。※平成16年度以前
に対象となられた人を除きます。

申し込み 高齢者福祉基礎調査（4月実施）の際、民生
委員さんに申し出てください。
ただし、申し忘れた場合、5月以後も高齢福
祉担当の窓口で随時受付しています。

※対象者は平成17年4月1日以後、引き続き甲斐市内
に住所を有していることが条件です。

●家族介護者ヘルパー受講支援事業
内容 高齢者の家族介護者がその介護の経験を活

かして、ホームヘルパーとして社会で活躍
するための支援をおこないます。

対象者 市内に住所を有し、在宅において高齢者を
現に介護または介護していた家族で訪問介
護員研修２級または３級課程を受講し、資
格を取得した方。

助成額 上限額３万円。（受講料のうち教材費等の実
費を除いた金額。）

申し込み 利用申請書を提出してください。（受講修了
書、研修受講料の領収書（写し）を添付）

高齢者温泉入浴利用券交付事業の廃止のお知らせ
旧竜王町で実施していた「高齢者温泉入浴利用券

交付事業」は、平成17年３月31日をもって廃止となり
ました。

市
で
は
、
元
気
で
活
力
あ
る
農
業

の
実
現
と
、
新
鮮
で
安
心
な
農
産
物

生
産
の
た
め
、
４
月
か
ら
新
た
に
農

業
者
の
た
め
の
補
助
金
制
度
を
始
め

ま
し
た
。

概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に
は

申
請
条
件
、
予
算
等
の
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
生
産
調
整
対
策
市
単
独
助
成
事
業

内
容

転
作
作
物（
一
般
作
物：

麦
・

大
豆
等
、
特
例
作
物：

ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ
等
）
に
対
す

る
奨
励
補
助
金
（
た
だ
し
登

記
地
目
が
「
田
」
の
も
の
に

限
る
）

条
件

甲
斐
市
に
住
所
が
あ
る
水
稲

生
産
実
施
計
画
書
提
出
者
で
、

市
で
提
示
し
た
条
件
を
満
た

し
、
現
地
を
確
認
で
き
た
も

の
。

補
助
率

一
般
作
物
　
９
円
／
㎡

特
例
作
物
　
５
円
／
㎡

●
有
機
質
導
入
事
業

内
容

梨
北
、
中
巨
摩
東
部
両
農
協

か
ら
購
入
し
た
有
機
肥
料

（
あ
い
の
う
、
土
の
里
、
あ
い
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の
う
α
の
３
種
類
）購
入
費
の

補
助

条
件

農
協
正
組
合
員
、
１
世
帯
40

袋
ま
で（
基
準
単
価
は
１
袋
４

０
０
円
）

補
助
率

購
入
費
の
１
／
３

●
施
設
園
芸
振
興
対
策
事
業

内
容

園
芸
作
物
の
苗
、
ビ
ニ
ー
ル
、

鋼
材
等
の
資
材
及
び
ハ
ウ
ス

等
の
施
設
へ
の
補
助

条
件

施
設
等
を
整
備
し
、
か
つ
イ

チ
ゴ
、
花
卉
、
薬
用
作
物
を

作
付
け
す
る
こ
と
。

補
助
率

経
費
の
３
／
10
（
上
限
50
万

円
）

●
遊
休
桑
園
解
消
促
進
対
策
事
業

内
容

遊
休
桑
園
解
消
を
目
的
に
、

桑
の
抜
根
整
備
と
果
樹
苗
の

植
付
け
に
対
す
る
補
助

条
件

桑
を
抜
根
し
併
せ
て
果
樹
を

植
付
け
る
こ
と
。

補
助
率

果
樹
苗
購
入
費
の
３
／
10
、

抜
根
整
備
費
は
２
万
円
／
10
ａ

●
農
業
共
済
掛
金
助
成
事
業

内
容

北
巨
摩
、
峡
中
南
部
両
農
業

共
済
組
合
の
加
入
共
済
掛
金

へ
の
補
助

条
件

果
樹
共
済
と
園
芸
施
設
共
済

へ
の
加
入

補
助
率

各
共
済
掛
金
の
１
／
３

●
有
害
獣
防
除
用
器
具
設
置
事
業

内
容

有
害
獣
か
ら
農
作
物
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
の
資
材
器

具
等
の
購
入
費
補
助

条
件

有
害
獣
は
イ
ノ
シ
シ
、
熊
と

し
、
地
区
ま
た
は
団
体
か
ら

の
申
請
に
よ
る
。

資
材
器
具
と
は
金
網
、
板
、

有
刺
鉄
線
、
金
属
支
柱
、
電

気
柵
な
ど

補
助
率

設
置
経
費
の
１
／
２
、
た
だ

し
上
限
５
万
円

●
や
は
た
い
も
作
付
け
補
助
事
業

内
容

や
は
た
い
も
作
付
け
に
対
す

る
補
助

条
件
　
竜
王
地
域
内
の
田
畑
に
１
０

０
㎡
以
上
作
付
け
し
た
も
の

補
助
率

20
円
／
㎡

■
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
５
　

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
６

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
３
　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
で
具

体
的
な
事
業
計
画
の
あ
る
人
の
農
振

除
外（
白
地
）
に
つ
い
て
相
談
・
申
出

書
を
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、必
ず

し
も
除
外
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期
間

５
月
16
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

受
付
場
所

農
林
振
興
課（
双
葉
庁
舎
２
階
）

竜
王
支
所
地
域
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

敷
島
支
所
地
域
課（
敷
島
庁
舎
２
階
）

※
申
出
書
は
各
受
付
場
所
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
案
内
図（
住
宅
地
図
等
）

・
公
図
の
写
し

・
登
記
事
項
証
明
書
（
土
地
）
全
部
事

項
・
農
地
所
有
者
の
固
定
資
産
税
名
寄

せ
の
写
し
（
課
税
明
細
の
写
し
）

・
事
業
計
画
書（
自
己
住
宅
で
な
い
場

合
）

・
そ
の
他
補
足
資
料
等

■
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
５

農
業
振
興
地
域
内
の

農
振
除
外
（
白
地
）

相
談
・
申
出
書
受
付

甲斐市の祭りとして、地域の特性をいかし
「緑豊かな自然を満喫、ふれあいを深めよう」を
テーマに開催します。シャトルバスも出ていま
す。
日時 ５月15日（日）

午前９時から
場所 敷島総合公園及び敷島農村公園
内容 ・敷島地区小・中学校アトラクション

・敷島吹奏楽団
・人気キャラクターショー
・ストリートパフオーマンス
・「中島マリ」ものまねステージ
・スタンプラリー（豪華賞品あり）
・梅のもぎとり体験

詳しくは案内プログラムをご覧ください。
■問い合わせは…
いきいき新緑まつり実行委員会
（商工観光課内） 0551（20）3654
（敷島支所地域課） 055（277）3113

平成17年「いきいき新緑まつり」



発
行
で
き
る
税
証
明

①
最
新
年
度
の
所
得
証
明（
注
１
）

②
最
新
年
度
の
市
県
民
税
課
税
（
非
課

税
）
証
明（
注
２
）

（
な
お
、
古
い
年
度
の
証
明
や
児
童
手

当
・
児
童
扶
養
手
当
用
の
所
得
証
明
は

自
動
交
付
機
で
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
）

発
行
で
き
る
人

最
新
年
度
の
市
県
民
税
を
課
税
す
る

基
準
日（
注
３
）に
お
い
て
甲

斐
市
に
住
民
票
（
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
）
が
あ
る
人
で
、

市
民
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を

登
録
し
て
あ
る
人
（
暗
証
番
号

は
住
民
票
を
取
得
す
る
と
き
と

同
じ
番
号
で
す
）

所
得
証
明
と
市
県
民
税
課
税（
非

課
税
）
証
明
は
、
毎
年
６
月
１
日
か

ら
最
新
年
度
の
証
明
に
切
り
替
わ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
平
成
17
年
６
月
１
日

か
ら
平
成
18
年
５
月
31
日
ま
で
は
、
所

得
証
明
に
つ
い
て
は
平
成
16
年
中
の
所

得
の
証
明
、
課
税（
非
課
税
）証
明
に
つ

い
て
は
平
成
17
年
度
の
市
県
民
税
の
税

額
の
証
明
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証

明
は
市
民
カ
ー
ド
登
録
者
ご
本
人
の
分

の
み
で
、
ご
家
族
の
分
は
発
行
で
き
ま

せ
ん
。

な
お
、
申
告
を
し

て
い
な
い
人
や
１
月
１
日
に
甲

斐
市
に
住
民
票
が
無
か
っ
た
人
は
証
明

発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。ま

た
、
古
い
年
度
の
所
得
証
明
、
課

税（
非
課
税
）証
明
や
児
童
手
当
用
・
児

童
扶
養
手
当
用
の
所
得
証
明
は
窓
口
で

の
お
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

（
注
１
）
今
回
の
最
新
年
度
は
平
成
16
年

中
の
所
得
を
証
明
す
る
も
の
で

す
。

（
注
２
）
今
回
の
最
新
年
度
は
平
成
17
年

度
市
県
民
税
の
税
額
を
証
明
す

る
も
の
で
す
。

（
注
３
）
今
回
の
最
新
年
度
は
平
成
17
年

度
な
の
で
、
平
成
17
年
１
月
１

日
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
税
務
課

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
３

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
30
日
に

な
り
ま
す
。

今
ま
で
軽
自
動
車
税
の
納
期
は
旧
竜

王
町
４
月
、
旧
敷
島
町
５
月
、
旧
双
葉

町
６
月
で
し
た
が
、
甲
斐
市
に
お
け
る

納
期
限
は
６
月
30
日
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
書
に
つ
い
て
は
６
月
中

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

各
家
庭
か
ら
道
路
に
は
み
出
た
樹
木

や
枝
葉
は
人
や
車
が
通
り
に
く
か
っ
た

り
、
見
通
し
の
悪
化
等
を
生
じ
交
通
事

故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
等
の
除
去

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自動交付機で
一部の税関係証明を
発行します

６月１日から

税証明の自動交付準備のため、次
の期間自動交付機が停止します。この
期間は各庁舎市民課窓口で住民票、印鑑
証明書を交付します。大変ご迷惑をおか
けしますがご理解とご協力をお願いします。

自動交付機停止期間
５月26日（木）～５月31日（火）

この期間のみ各庁舎市民課窓口にて次のとお
り住民票、印鑑証明書を交付しますのでご利用
ください。
平日　午前８時30分～午後７時
休日　午前８時45分～午後５時
■問い合わせは…
竜王庁舎市民課　 055（278）1664
敷島庁舎市民課　 055（277）3112
双葉庁舎市民課　 0551（20）3650

自動交付機が
停止します

樹
木
な
ど
の
道
路
へ
の

は
み
出
し
に
注
意

平成17年４月１日、
甲斐市消防団長任
命式が行われ、初
代団長として秋山
博人氏が藤巻市長
より任命されまし
た。
また、団長任命

式終了後に、副団
長任命式が行わ

れ、秋山団長より副団長３名に任命書が渡
されました。
甲斐市消防団正副団長は、次のとおりで

す。（敬称略）
甲斐市消防団長　　　秋山博人
甲斐市消防団副団長　大森功（敷島地区）
甲斐市消防団副団長　小澤重則（竜王地区）
甲斐市消防団副団長　雨宮良文（双葉地区）

秋山博人消防団長

甲斐市消防団正副団長が決まる
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ヴァンフォーレ甲府を応援しよう
昨季、一時はＪ１昇格争いに加わるなどファンを

楽しませてくれたヴァンフォーレ甲府。
今季も熱い声援でＪ１昇格を目指すヴァンフォーレ
甲府を後押ししましょう。

甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所　双葉公民館ホール
日　時　５月20日（金）

・学校体育施設（６月分） 午後7時～
・社会体育施設（７月分） 午後8時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島

公民館窓口
日　時　５月25日（水）～

午前8時30分～午後5時15分
・学校体育施設（６月分）
・社会体育施設（７月分）

※敷島総合公園多目的運動場については、芝生の養
生のため5月31日まで開放できません。
また、平成17年度については学校体育施設、社会

体育施設とも通年で一斉開放を実施します。
※平成17年4月1日から敷島地区、双葉地区において
もスポーツ施設管理指導員を配置しています。カギ
等の貸出方法が変更になっていますのでご注意くだ
さい。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

Ｂ＆Ｇ海洋センタープールが開館します
開館期間　６月１日（水）～９月30日（金）
開館時間　午前10時～正午（午前の部）

午後１時～午後４時45分（午後の部）
午後６時～午後９時（夜間の部）

注意事項
入泳する際には、スイミングキャップの着用が義

務付けられています。
幼児および夜間の小中学生の利用は、必ず保護者

同伴でお願いします。

■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

＜プール開放カレンダー　６月　＞
○敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター（毎週月曜日休館）
甲斐市島上条2527-1 055（277）7767

○双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

双葉サッカースポーツ少年団
関東大会へ出場
双葉サッカースポーツ少年団は、JA全農杯チビリ

ンピック2005の関東大会へ出場、検討空しく全国大
会への切符を取ることができませんでしたが、山梨
県代表として頑張りました。
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●３月19日　ジャガイモの植え付け
ゆうのう敷島主催のジャガイモの植え付けが行われまし
た。当日は、盆地を眼下に富士山が見える絶好の天気。
お百姓さん倶楽部の会員やジャガイモを作ろうとの呼び
かけに集まった人たちなど合わせて約120人が参加。使
いなれないクワを手に、畝（うね）を作り、親イモをおい
ていきました。７月には、取れたてのジャガイモを茹で
て食べるイベントなどを計画しています。

３月５日●
捜索協力で消防団に感謝状

敷島中学校吹奏楽部の木管弦バス八重奏は、埼玉県で
行われた、第28回全日本アンサンブルコンテストに西
関東支部代表として出場。全国約1000チームの中か
らわずか22チームが出場できた全日本大会。その中で、
みごと銅賞に輝きました。

行方不明者の捜索活動に協力し、無事保護
した甲斐市消防団竜王第三分団に、野中隆幸
南甲府警察署長より感謝状が贈られました。

４月２日●
ファークダンス交流会
旧竜王、敷島、双葉の公民館で活動している６サーク
ルが、合併と同時に甲斐市体育協会フォークダンス部
（部員89人）として設立。今回第1回目の交流会を信玄
堤ライオンの森で開催しました。当日は約50人が参加。
エーデルワイス、オクラホマミキサー、くちなしの花
など25曲を踊りました。

●３月19日 アンサンブルコンテストで銅賞

●３月、４月
ホタルの幼虫を放流
甲斐市の初夏にホタルを飛ばそうと活動してい
るグループがあります。３月20日、米笠ホタル
愛好会のみなさんが、双葉水辺公園に幼虫を餌
となるカワニナ2万匹と一緒に放流。また、４月
２日には、信玄堤ホタルゆめ銀河の会のみなさ
んが、信玄堤公園内の通称おみゆき川にやはり、
幼虫2,500匹をカワニナと一緒に放流。順調に育
てば６月中旬にはホタルが舞う、とみなさん期
待しています。

双葉水辺公園

おみゆき川
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●４月15日
恒例のおみゆきさん

例年通り、一宮の浅間神社（笛吹市一宮町）、二宮
の美和神社（笛吹市御坂町）、三宮の玉諸神社（甲府
市）から繰り出したお神輿が、三社神社に勢ぞろいし、
春日和の中「ソコダイ・ソコダイ」という独特の掛け
声とともに信玄堤を練り歩きました。

４月３日●
太太神楽の舞
大久保地区の氏神である子神社の

祭礼において、太太神楽の舞が奉納
されました。これは今からおよそ
200年前、相続
く貧困と悪病の
災禍を恐れ、祭
事を行い祈願し
たのが始まりと
伝えられていま
す。

４月３日●
お薬師さん

岩森地区の薬師堂祭典は、光照寺薬師堂
が国の重要文化財に指定されたことを記念
して、毎年４月の第１日曜日に開催されて
います。祭典は地域の人たちに「お薬師さ
ん」と呼ばれ、古くから親しまれています。

●３月、４月
各地で春まつり
田畑区では、田畑稲荷神社のお

まつりが行わ
れ、子ども神輿
が区内を練り歩
きました。（３月
20日）
また、団子区

では、恒例の団
子区まつりを公
民館で開催。今
年で13回目を
迎えすっかり定
着し、子どもか
らお年寄りまで
大勢集まりまし
た。（４月３日）

吉沢地域ふれあい館で、吉沢区区長会主催の恒
例の敬老会が開催されました。お年寄り33人を含
む約80人が参加。子どもたちや踊りの会のみなさ
んによるステージが披露され、その後はカラオケ。
お年寄りも役員の手作り料理を食べながら、おお
いに楽しみました。

●３月21日　吉沢地区の敬老会

４月号のこのコーナーで紹介した滝沢区は「滝坂区」の誤りで
した。訂正し、お詫びします。

団子区

田畑区



○デザインの説明
３町を「３つの葉」で
表現。
・甲斐市の頭文字「Ｋ」
をモチーフに、緑が成長
し伸びていくイメージ。
・造形の中に「ハート」
を図案化することにより、
やわらかさとやさしさを
表現し、緑と活力あふれ
る生活快適都市を創造。

最優秀賞
山口県防府市　永田好人さん
優秀賞 奈良県　田中　真さん　愛知県　早川武志さん
入　賞 奈良県　巽　直幸さん　静岡県　一戸健一さん

愛知県　石田　隆さん　新潟県　信貴正明さん
北海道　村本繁雄さん　東京都　彦根　正さん
福島県　小林愼芳さん

決定した図案については市章として扱い易くデザイン調整を行い、市旗や、公共施設
の看板などで使用するほか、封筒への印刷などで活用されます。
○選考経緯
・デザイン募集　平成17年１月４日（火）から平成17年２月４日（金）
・ワーキング　市職員とデザインの専門家による23名でチームを作り、それぞれの応募
作品を10種類のフォルムに分類し、各フォルムの代表作品として56作品を選考。
・市章選考委員会　市民代表や有識者で構成された市章選考委員会において、まず入選
作品10作品を選考し、さらに上位５作品を選考。第３回選考委員会で最終選考に残った
５作品について協議をし、最優秀作品１点、優秀作品２点を決定。
○選考理由
・平面としてのデザインでありながら、立体感や空間感を持ちえている。
・構成要素の３つの葉の形態が、活力・快適さの表現につながっている。
・市章として様々な形に展開していく上でも応用が利きやすく、モノクロで使用した場
合でもデザインの趣旨が損なわれない。
・「緑と活力あふれる生活快適都市」を最も表現しており、新市のイメージを集約しつ
つ、永続的な使用にも充分堪えうるデザイン。

多数のご応募をいただきまして、ありがとうございました。
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【募集要領】
■募集対象
市内の公道に面して設置されている「生け垣･花壇」

「コンテナ」で、通行人やご近所を楽しませている公開性
の高いものが対象です。なお、庭園のコンクールではあ
りませんのでご注意ください。
■応募方法
応募用紙（裏面）に必要事項を記入し、公道側からとっ
た写真を添えて、郵送またはご持参ください。
応募用紙は、竜王、敷島、双葉の各庁舎などにもおい
てあります。
■応募期限
平成17年６月８日（水）必着
■応募部門
①生け垣･花壇部門　②コンテナ部門
■審査基準
選考委員会により現地審査を実施しますが、公開性やア
ピール度、手入れや清掃、バランスや配置アイデアや個性、
周囲への配慮などを採点基準とします。
■表彰方法
表彰式を行うほか、入賞作品を市の広報誌などで紹介
します。
■賞(それぞれの部門ごと)
最優秀賞　１点賞金３万円と写真楯
優 秀 賞 ２点賞金２万円と写真楯
佳　　作　３点賞金１万円と写真楯
参 加 賞　応募者全員（推薦者も含む）
■その他
・応募書類は返却しません。
・過去（旧竜王町で実施）の受賞者の再応募も大歓迎です
が、以前の受賞時より上位に格付けされる場合に限り選
賞の対象となります。
■応 募 先
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎）
緑化推進課緑化推進担当（２階26番窓口）
055（278）1671



私の所有（管理）する生け垣・花壇、コンテナを、上記推薦者により当コンクールに応募することに同意し
ます。（生け垣・花壇、コンテナ所有（管理）者：自署）

所有者

（管理者）

住　所

氏　名

電　話

電　話

電　話

高　さ ｍ

甲斐市

（ 平成　・　昭和　） 年頃

設置場所

樹　種

延　長

生け垣・花壇の内容

推 薦 者　　※所有者以外が応募した場合、ご記入ください。

推薦者
住　所

氏　名

所有者

同意書

（生け垣・花壇、コンテナのコメント）

（コンクールへのご意見など）

道路側から撮影した写真をいっしょに提出してください。（枚数は問いません）

設置年ｍ

所有者

（管理者）

住　所

氏　名

甲斐市設置場所

花の名前

コンテナの内容

※
応
募
さ
れ
る
人
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
抜
き
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
可
）
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※平成16年 9 月施行の甲斐市個人情報保護条例にもとづき今回応募いただいた内容（氏名、住所等の個人情報）はコンクール
の目的以外には利用いたしません。



「プランター・鉢などで野菜づくりを」

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
緑
の
創

出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
様
々

な
緑
化
推
進
事
業
や
公
共
施
設
の
緑

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
住
宅

や
事
務
所
、
店
鋪
な
ど
の
民
間
施
設

に
つ
い
て
も
「
甲
斐
市
緑
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
で
「
緑
化
基
準
」
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
築
行
為
を
行

う
際
は
、
敷
地
の
面
積
に
応
じ
た
緑

地
の
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
基
準
は
既
存
の
建
築
物
等

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
よ
り
よ
い
ま

■問い合わせは…
緑化推進課（竜王庁舎2 階26番窓口）
055（278）1671

■問い合わせは…緑化推進課緑化推進担当
（竜王庁舎2 階26番窓口）
055（278）1671

「八十八夜」も過ぎ、本格的な春です。
甲府盆地の霜の最も遅かったのは５月16日
（明治31年・甲府気象台）でしたが、最近
は４月14日が「別れ霜」。
周りの菜園には、すでに夏野菜が植えら

れています。日中留守にする、場所が無い
人など、今年は「プランター野菜」に挑戦
してみませんか。
インゲン・ミニトマト・オクラ・キュウ

リなど、一度にたくさんは採れませんが、
５～６株（長さ65cmプランター２個）あ
れば長期間楽しめます。背の高くなるもの
は支柱が必要ですが、株の根元が空くので、
背が低くて収穫できる葉ネギ、小松菜など
も作れます。特にネギはキュウリの蔓割病
防止に、マリーゴールドはアブラナ科作物
（ダイコン・白菜）の根こぶ病防止に有効と
言われています。
初めて栽培する場合に、用意する土で最

も良いのは、近所の農家にお願いして昨年
に稲を栽培した水田の土を頂くことです。
土に病気が無いからです。養分が少ないの
で、土10リットル当たりバーク堆肥か腐葉
土を500ｇ、苦土石灰30ｇを加え、よく混
合して深めのプランターやスチロール箱な
どに入れます。肥料はチッソ・リン・カリ
の３成分が入っている化成肥料を使います
が、チッソが10％では20～30ｇを植え付
け前に上記プランターに撒き土と混ぜ、こ
れに種蒔きや苗の移植をします。肥料は葉
の色を見ながら15～20日に１回、水は夕方
やや萎れた状態になったら土の量の10％を
かけます。日当たりの良い所に置き日陰を
楽しみながら、収穫を味わってください。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんでい
る、また始めてみたいという人の相談や疑問
に、市の園芸アドバイザー窪田友幸がお答え
します。お気軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎２階）
055（278）1671 055（276）7216

E-mail：toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp
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子どもの日（5月5日）イベント

毎年恒例の子どもの日のイベントです。
ぜひみんなで遊びに来てくださいね。

春風にのってちびっこあつまれGo!Go!
時間 午前10時15分～午前11時30分
場所 竜王図書館2階視聴覚室
対象 幼児、小学生
出演 人形劇団ちちんぷいぷい、アリスの部屋
内容 ・人形劇「鬼のおくりもの」

・大型紙芝居「にんじんさん　だいこん
さん　ごぼうさん」
・パクパク人形・手遊びゲーム

ライライくんのおはなし劇場
時間 午後２時～　　　
場所 敷島総合文化会館視聴覚室
対象 幼児、小学生
出演 ライライの会
内容 読み聞かせ、パネルシアターなど

ふうせん劇場スペシャル
時間 午前10時30分～11時30分
場所 双葉図書館２階視聴覚室
対象 幼児・小学生
出演 ピッピの会
内容 読み聞かせ、パネルシアターなど

映画『あしたともだち』・『ともだちくる
かな』～おれたちともだちシリーズより～
各13分　入場無料
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甲斐市のホームページ上に竜王図書館の蔵書検
索を開設しています。本の予約は電話・ファック
ス・Eメール（Eメールについては竜王図書館のみ）
でも受付いたしますのでご利用ください。
なお、予約はひとり10件までとなります。
Eメールアドレスr-library@city.kai.yamanashi.jp

絵本の読み聞かせのおすすめ
4月下旬から5月下旬は、こどもの読書週間で

す。
この機会に親子で読書の時間を過ごしてみま

せんか。小さいお子さんにとって読み聞かせを
したり、親子で同じ本を読みすすめていくこと
はとても貴重な経験となります。
図書館では、乳児・幼児・小学生向けにおは

なし会を開催し、それぞれ対象にあった本を紹
介しております。
また親子での読み聞かせに向いている絵本な

どの紹介も随時行っていますので、ぜひ図書館
に足を運んでください。
読み聞かせおすすめ絵本
「おまえうまそうだな」宮西達也作　ポプラ社
「じごくのそうべえ」田島征彦作　童心社
「パパ、お月さまとって！」エリック＝カール作
偕成社

本の予約について

竜王西児童館
055（279）3731

竜王東児童センター
055（278）1178

竜王北児童館
055（279）1911

玉 幡 児 童 館
055（276）9656

敷島みなみ児童館
055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館
055（277）9220

敷島なかよし児童館
055（277）1121

双葉西児童館
0551（28）4588

双葉東児童館
0551（28）1214

2 月 母の日プレゼント
15：30

6 金 ブレスレットを作ろう
15：30

母の日プレゼント
15：30

母の日プレゼント
15：30

プラパンホルダー作り
15：30

9 月 手話教室　15：30 ビデオ会　15：00

10 火 ぬりえ　15：30 紙ヒコ－キ作り
15：30

11 水 かんたん工作
14：30

よみ聞かせ
15：00

読み聞かせ
15：30

ブーメラン作り
15：30

12 木 子育て何でも相談日
10：00

子育て何でも相談日
10：00

子育て何でも相談日
10：00 劇遊び　15：30

13 金 ブーメラン作り
15：30

14 土 親子音楽遊び
11：00

親子スポーツ教室
10：00

18 水 作って遊ぼう
10：00 ゲーム大会　15：30 スライムで遊ぼう

（50名） 15：30

19 木 子育て何でも相談日
10：00

おもちゃの病院
14：00～16：30 読み聞かせ　15：30 フラフープ大会

15：30

20 金 映画会　15：30

23 月 手作りおやつ
15：30

24 火 おたのしみ会
15：00

25 水 おやつ作り
15：30

紙トンボを作ろう
15：00

ドッチボール大会
15：30

ドッチボール大会
15：30 ボランティアの日 ＵＦＯを使ってとばそう

15：30

27 金 ビデオ会　15：30

30 月 部屋飾り製作
15：30

くるくるアニメ作り
15：30

31 火 部屋飾り製作
15：30

くるくるアニメ作り
15：30



開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

５月のおやすみ 定例休館日２日（月）、９日（月）、16日（月）、23日（月）
30日（月）

月末整理日31日（火）
憲法記念日３日（火）、国民の休日４日（水）
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場所 竜王図書館おはなしコーナー
日時 ５月７日（土）

午前10時30分～11時30分
内容 お話、ゲームキッズぷらね

っと

日時 ５月21日（土）
午前10時30分～11時30分

テーマ 恐竜
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 ５月８日（日）
午後1時30分開演
（午後1時開場）

内容 『ニャマケモノで行こう
ガーフィールド』（日本語
吹き替え版）2004／米／
88分
かわいくってファンタジ
ック。いたずら大好きな猫
のガーフィールドが繰り広
げるCGと実写を組み合わ
せたハリウッド映画

日時 ５月７日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 てぶくろ人形、読み聞かせ、

パネルシアターなど

日時 ５月19日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 ５月19日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

聞いて味わう本の世界。どなた
でもお気軽にご来店ください。
日時 ５月19日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー 「どしゃぶりのひに」、「梅

の実」「かわいい子には旅を
させるな」ほか

板前 ねの会
助っ人板前 八ヶ岳朗読サークル

ほがらか

日時 5月12日（木）、26日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時

45分
対象 5か月～1歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシア

ター、おりがみなど

対象 3歳～9歳
日時 5月14日（土）、28日（土）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

工作、パネルシアターなど

日時 ５月21日（土）
午後2時～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

日時 ５月22日（日）
午後1時30分開演
（午後1時開場）

場所 敷島総合文化会館大ホール
内容 『アイ・ロボット』日本語

吹き替え版）115分／監督
アレックス・プレアス／主
演　ウィル・スミス

日時 ５月12日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 ５月14日（土）、28日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアタ

ーなど

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
23日（月）から27日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしい店
おきらく亭

こぐまちゃんのおへや

キッズぷらねっと
～ストリーテリング編～

上 映 会

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

シネマ・ワンダーランド

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

おはなしのもり
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甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
保
の
被
保
険

者
と
し
て
の
資
格
を
得
た
月
（
職
場
の
健

康
保
険
を
抜
け
た
り
、
他
の
市
区
町
村
か

ら
転
入
し
た
月
）の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

（
例
）
６
月
に
会
社
を
辞
め
て
社
会
保
険

か
ら
脱
退
し
、
９
月
に
国
保
加
入
の
届
け

出
を
し
た
人
の
場
合→

保
険
税
は
国
保
の

資
格
を
得
た
６
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
ま
す
。

ま
た
、
届
け
出
を
し
た
９
月
ま
で
は
保

険
証
が
な
い
の
で
、
６
月
か
ら
８
月
ま
で

に
医
療
機
関
で
か
か
っ
た
費
用
は
、
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
保
険
証
の
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
14
日
以
内
に
届
け
出

て
、
保
険
証
を
有
効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
資
格
の
喪
失
の
場
合
は
保
険
証

の
返
還
手
続
き
を
、
ま
た
、
加
入
者
の
減

員
の
場
合
も
手
続
き
を
し
な
い
と
国
保
税

額
が
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
国
保
税
納
期
の
変
更

平
成
17
年
度
か
ら
は
、
旧
３
町
ご
と
の

納
期
か
ら
次
の
よ
う
な
納
期
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
税
率
に
つ
い
て
は
平
成
17
年
度

第
３
期
（
平
成
17
年
８
月
）
に
決
定
し
ま

す
。

●
保
険
税
の
納
付
は
世
帯
主
の
義
務

世
帯
主
本
人
が
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、
世
帯
内
に

国
保
の
被
保
険
者
が
い
る
場
合
は
、
保
険

税
納
付
の
義
務
は
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。

●
過
年
度
分
の
保
険
税

保
険
税
は
、
毎
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
分
を
年
間
の
保
険
税
と
し
て
計
算

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
月
に
国
保
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
４
月

以
降
に
届
け
出
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
３

月
以
前
の
保
険
税
は
現
年
度
の
４
月
分
か

ら
の
保
険
税
と
は
別
に
計
算
し
ま
す
。
こ

れ
を
過
年
度
分
の
保
険
税
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
年
度
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得
の

修
正
申
告
を
し
た
り
、
世
帯
の
国
保
加
入

者
の
人
数
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
増
え
た
場
合

に
も
、
過
年
度
分
の
保
険
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

過
年
度
分
の
保
険
税
の
納
付
書
は
他
の

納
期
の
も
の
と
別
に
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

過
年
度
分
の
保
険
税
は
口
座
振
替
で
き
ま

せ
ん
。

・
保
険
税
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

・
保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
に
す
る
と

便
利
で
す
。
支
払
い
に
行
く
手
間
も
省

け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
確
実
に
納
め
ら

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
５

旧
竜
王
地
区
で
く
み
取
り
便
所
助
成
金

こ
の
た
び
、
旧
竜
王
地
区
で
、
は
じ
め

て
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度
を
活
用
し

た
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
甲
斐
市
の
合
併
に
伴

い
下
水
道
の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
て
新

た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
旧
竜
王
地
区
、

旧
双
葉
地
区
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使
用

者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
助
成
金
が
交

付
さ
れ
る
制
度
で
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
便

槽
の
悪
臭
や
ハ
エ
の
発
生
が
な
く
な
っ
て

環
境
衛
生
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
高
齢
者

も
安
心
し
て
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
る
快
適

な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
み
取
り
便
所
を
使
用
し
て
い
る
ご
家

庭
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
下
水
道
へ
一
日
も
早
く
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
の
額（
供
用
開
始
か
ら
）

（
自
己
用
住
宅
）

１
年
以
内
の
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
）

１
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
及
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

②
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

③
官
公
署
、
会
社
及
び
そ
の
他
の
法
人
で

な
い
こ
と

排
水
管
の
清
掃
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
つ
け
て

最
近
「
市
役
所
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し
た
」

「
排
水
管
の
清
掃
や
点
検
は
法
律
で
決
ま

っ
て
い
ま
す
」
と
強
引
に
勧
誘
し
、
宅
地

内
の
排
水
管
を
清
掃
し
て
、
多
額
の
代
金

を
請
求
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。市

役
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
あ
っ
せ
ん

行
為
は
一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
排
水

管
の
清
掃
や
修
理
は
、
個
人
の
判
断
で
行

う
も
の
で
す
。
不
審
な
業
者
だ
な
と
思
っ

た
ら
、
市
役
所
職
員
が
携
帯
す
る
身
分
証

明
書
を
提
示
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

排
水
管
は
、
定
期
的
に
清
掃
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
快
適
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
清
掃
が
必
要

な
状
況
な
の
か
、
良
く
考
え
て
か
ら
業
者

下
水
道
課
か
ら
お
知
ら
せ

７月　
第2期
（仮算定）

８月　
第3期

９月　
第4期

11月　
第5期

12月　
第6期

２月　
第7期

３月　
第8期

５月　
第1期
（仮算定）

平成17年度

国民健康保険税納期
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甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

清
掃
が
必
要
な
状
況
か
判
断
し
か
ね
る

場
合
は
、
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
０

市
営
温
泉
施
設
無
料
開
放
日
の
お
知
ら
せ

５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
と
５
月
８
日

（
母
の
日
）
は
市
内
温
泉
施
設
（
釜
無
川
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
志
麻
の
湯
、

百
楽
泉
）
が
ど
な
た
で
も
無
料
で
入
浴
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４
　

釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

０
５
５（
２
７
６
）１
１
５
１
　

志
麻
の
湯
　

０
５
５（
２
７
７
）１
３
１
１
　

百
楽
泉

０
５
５
１（
２
８
）６
０
０
０

増
改
築
工
事
に
伴
う
休
館
に
つ
い
て

老
朽
化
し
た
釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築
工
事
を
６
月
か
ら

12
月
ま
で
の
予
定
で
行
い
ま
す
。
工
事
期

間
中
は
休
館
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
み
な
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

休
館
期
間

６
月
１
日（
水
）〜
12
月
31
日（
土
）

（
新
装
オ
ー
プ
ン
の
日
程
に
つ
い
て
は
広
報

誌
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

優
待
券
の
取
扱
い
に
つ
い
て

旧
竜
王
町
で
発
行
し
て
い
た
釜
無
川
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
優
待
券

（
緑
色
）
は
、
利
用
期
限
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
度
、
合
併
・
増

改
築
工
事
等
の
関
係
も
あ
り
次
の
と
お
り

の
取
扱
い
と
い
た
し
ま
す
。
優
待
券
を
お

持
ち
の
人
は
、
早
め
に
使
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
期
限

５
月
31
日（
火
）ま
で

※
増
改
築
後
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
６

「
水
道
週
間
」

高
齢
者
世
帯
に
は
無
料
で
点
検
を

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
水
道
週

間
」
で
す
。
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
水
道
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
水
道
関

係
者
が
連
携
し
て
広
報
活
動
な
ど
の
運
動

を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

●
出
張
点
検

６
月
１
日（
水
）〜
２
日（
木
）

高
齢
者
の
世
帯
を
対
象
に
、
水
道
設
備

の
点
検
を
行
い
ま
す
。

点
検
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ

め
水
道
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
担
当

者
が
出
張
し
、
水
回
り
の
点
検
を
行
い
、

簡
単
な
修
理
は
そ
の
場
で
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
25
日（
月
）〜
５
月
16
日（
月
）

●
水
道
何
で
も
相
談

６
月
２
日（
木
）〜
７
日（
火
）

水
道
に
つ
い
て
日
頃
お
気
づ
き
の
点
を

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
は
…

水
道
局
業
務
課

０
５
５（
２
７
６
）０
７
３
３

「
は
か
り
」
定
期
検
査
実
施
の
お
知
ら
せ

計
量
法
の
規
定
に
よ
る
「
は
か
り
」
の

定
期
検
査
が
２
年
に
１
回
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
旧
竜
王
地
区
、
旧
敷
島
地
区

が
対
象
と
な

り
、
次
の
日
程

で
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
検
査
を

受
け
ず
に
取
引

や
証
明
に
「
は

か
り
」
を
使
用

す
る
と
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
必
ず

受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

持
ち
物
　
　

印
鑑
、
手
数

料
（
は
か
り
の

種
類
に
よ
り
異

釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

入札結果 

実施日
６月６日（月）
６月７日（火）
６月８日（水）

６月13日（月）

場　所
竜王北部公民館
竜王中部公民館
敷島支所睦沢出張所
敷島支所吉沢出張所
敷島庁舎玄関前

時　間
AM10:00～PM3:00
AM10:00～PM3:00
AM10:00～PM0:00
PM 1 :30～PM3:00
AM10:00～PM3:00

担　当　課 工　　　　　事　　　　　名 工事場所（大字） 工期（契約日～） 請負金額（円） 業　者　名

農 林 振 興 課 甲斐敷島梅の里クラインガルテン休憩施設建築（2工区-1）工事 牛句　地内 6月30日まで 31,363,500円 ㈲藤原建設

農 林 振 興 課 甲斐敷島梅の里クラインガルテン休憩施設建築（2工区-2）工事 牛句　地内 6月30日まで 39,165,000円 ㈲山梨ハウス工業

農 林 振 興 課 甲斐敷島梅の里クラインガルテン休憩施設建築（2工区-3）工事 牛句　地内 6月30日まで 22,785,000円 松島建設㈱

農 林 振 興 課 甲斐敷島梅の里クラインガルテン休憩施設建築（2工区-4）工事 牛句　地内 6月30日まで 39,375,000円 中西建設㈱

農 林 振 興 課 甲斐敷島梅の里クラインガルテン下水道施設工事 牛句　地内 6月30日まで 16,537,500円 ㈲塩入工業

農 林 振 興 課 甲斐敷島梅の里クラインガルテン給水施設工事 牛句　地内 6月30日まで 11,815,650円 ㈲松本住宅産業

平成17年 3 月23日　入札



な
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４

中
学
生
の
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
事
業
所
等
を
募
集
し
て
い
ま
す

甲
斐
市
立
各
中
学
校
で
は
、
生
徒
に
職

場
体
験
を
通
し
て
自
己
の
生
き
方
を
考
え

る
学
習
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
徒
の
職
場
体
験
（
年
間
５

日
程
度
）
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
企
業
・

事
業
所
・
商
店
・
農
業
現
場
な
ど
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
７

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

市
で
は
長
野
県
・
上
高
地
で
行
わ
れ
る

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
家
族
や
友
達
同
士
で
自
然
と
触

れ
合
い
な
が
ら
新
緑
あ
ふ
れ
る
高
原
を
散

策
し
ま
せ
ん
か
。

主
催
　
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
実
行
委
員

会
日
程

６
月
５
日（
日
）※
雨
天
決
行

敷
島
総
合
文
化
会
館
出
発
（
午
前
７
時
）
〜

上
高
地
到
着
（
午
前
10
時
）
〜
ハ
イ
キ
ン

グ
（
約
４
時
間
）
〜
上
高
地
出
発
（
午
後

２
時
50
分
）
敷
島
総
合
文
化
会
館
到
着

予
定（
午
後
６
時
）

場
所

長
野
県
上
高
地

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
中
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

募
集
定
員

80
人（
受
付
先
着
順
）

申
込
受
付
　
５
月
10
日（
火
）午
前
９
時
か

ら
電
話
に
て
受
付
開
始

参
加
料

１
人
３
、
０
０
０
円
（
バ
ス
代
、

保
険
料
な
ど
）
５
月
25
日
（
水
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
直
接

納
入

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

無
料
法
律
相
談

相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
な
ど
が
あ
れ
ば

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
13
日（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

６
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
と
な
り
ま
す
）

担
当

平
嶋
育
造
弁
護
士

申
込
受
付

５
月
11
日
（
水
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
４

家
庭
児
童
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

毎
月
第
１
水
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
、

定
例
相
談
の
５
月
の
開
催
日
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
際
は
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
11
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

敷
島
庁
舎
１
階
相
談
室

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
５

第
１
回
甲
斐
市
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
参
加
者
募
集

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
主
催
に
よ
る
市

長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
15
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分

受
付
午
前
９
時
試
合
開
始

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
29
日（
日
）に
延
期

し
ま
す
。

会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
他

種
別

・
男
子
の
部

小
学
部
１
部（
５
・
６
年
生
）、
小
学
部

２
部（
４
年
生
以
下
）、
中
学
部
、
一
般

（
高
校
生
含
む
）

・
女
子
の
部

小
学
部
１
部（
５
・
６
年
生
）、
小
学
部

２
部（
４
年
生
以
下
）、
中
学
部
、
一
般

（
高
校
生
含
む
）

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
者

参
加
料

小
・
中
・
高
生
５
０
０
円

一
般
１
、
０
０
０
円

表
彰

各
種
目
と
も
１
位
〜
３
位
ま
で
賞

状
、
賞
品
※
参
加
賞
あ
り

申
込
期
日

５
月
６
日（
金
）ま
で
に
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
中
学
部
は
加
藤
先
生
（
竜
王
中
学
校
）
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
競
技
部
長

樋
口

０
５
５（
２
７
７
）９
３
０
０

第
１
回
甲
斐
市
民
テ
ニ
ス
大
会
・

春
の
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

市
テ
ニ
ス
協
会
主
催
に
よ
る
市
民
テ
ニ

ス
大
会
及
び
春
の
テ
ニ
ス
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時５

月
８
日（
日
）午
前
８
時
30
分

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子

シ
ン
グ
ル
ス

５
月
15
日（
日
）午
前
８
時
30
分

女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

※
ダ
ブ
ル
ス
は
１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
雨
天
中
止

会
場

西
八
幡
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
者

参
加
料

１
組

１
、
０
０
０
円（
当
日
持

参
）

申
込
期
日

大
会
前
々
日
ま
で
に
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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◆
春
の
テ
ニ
ス
教
室

○
一
般
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時

５
月
10
日
〜
６
月
７
日（
毎
週
火
曜

日
・
計
５
回
）午
後
８
時
〜
10
時

○
女
性
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時

５
月
10
日
〜
６
月
７
日（
毎
週
火
曜

日
・
計
５
回
）午
前
10
時
〜
正
午

○
中
・
上
級
テ
ニ
ス
教
室

日
時

５
月
13
日
〜
６
月
10
日（
毎
週
金
曜

日
・
計
５
回
）午
後
８
時
〜
10
時

場
所

竜
王
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

講
師

市
テ
ニ
ス
協
会
指
導
者

参
加
資
格

市
内
在
住
者

参
加
料

２
、
０
０
０
円（
５
回
分
）

定
員
　
各
教
室
20
人

持
ち
物
　
硬
式
用
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ

ュ
ー
ズ

申
込
期
日
　
各
教
室
の
前
日
ま
で
に
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
初
心
者
も
大

歓
迎
で
す
。

日
時

５
月
20
日
、
27
日
、
６
月
３
日
の

毎
週
金
曜
日

午
後
８
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
計
３
回

場
所

敷
島
体
育
館

対
象
者

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料

募
集
定
員

20
名

持
ち
物

体
育
館
履
き
、
タ
オ
ル

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま
す
。

指
導
者

市
体
育
協
会
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

部
員

申
込
締
切

５
月
19
日（
木
）ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

第
22
回
中
巨
摩
・
南
ア
ル
プ
ス
市
・
甲
斐

市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

市
陸
上
競
技
協
会
の
主
催
す
る
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
12
日
（
日
）
午
前
８
時
開
会
式

午
前
９
時
競
技
開
始

場
所

南
ア
ル
プ
ス
市
櫛
形
総
合
公
園
陸

上
競
技
場

種
目
　
種
目
・
種
別
に
つ
い
て
は
多
数
あ

り
ま
す
の
で
大
会
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

参
加
資
格

県
内
在
住
者

参
加
料
　
小
学
生
　
１
種
目
１
０
０
円
、

リ
レ
ー
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

中
学
生
以
上

１
種
目
５
０
０
円
、
リ

レ
ー
１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円

※
参
加
料
は
当
日
会
場
に
て
納
入

申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
に
て

大
会
要
項
・
申
込
用
紙
を
受
け
取
り
５

月
27
日（
金
）ま
で
に
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

甲
斐
市
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
、
甲
斐
市
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

各
地
区
で
予
選
会
を
行
い
、
地
区
予
選

上
位
者
に
よ
り
市
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
大
会
は
「
平
成
17
年
山
梨
い

き
い
き
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
予
選
会
を
兼

ね
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

参
加
対
象
者

甲
斐
市
各
地
区
内
に
お
住

ま
い
で
65
歳
以
上
の
人

申
し
込
み

各
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会

に
５
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い（
期
限
厳
守
）

各
地
区
予
選
会
日
程

●
竜
王
地
区
予
選

５
月
26
日（
木
）

※
雨
天
の
場
合
５
月
27
日（
金
）

会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

募
集
人
数

３
０
０
人

●
敷
島
地
区
予
選

６
月
１
日（
水
）

※
雨
天
の
場
合
６
月
２
日（
木
）

会
場

敷
島
総
合
公
園
多
目
的
運
動
場

募
集
人
数

１
８
０
人

●
双
葉
地
区
予
選

６
月
７
日（
火
）

※
雨
天
の
場
合
６
月
８
日（
水
）

会
場

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

募
集
人
数

１
５
０
人

◎
市
本
大
会
は
６
月
29
日（
水
）

※
雨
天
の
場
合
６
月
30
日（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…

社
会
福
祉
協
議
会
竜
王
支
所

０
５
５（
２
７
９
）１
１
１
２

社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

社
会
福
祉
協
議
会
双
葉
支
所
　

０
５
５
１（
２
８
）５
１
０
０

母
と
子
の
遊
び
教
室

１
歳
６
か
月
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る

お
母
さ
ん
。
育
児
に
対
す
る
悩
み
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
同
じ
く
ら
い
の
お
子
さ
ん
の
い
る
お

母
さ
ん
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は

「
ち
び
っ
こ
は
う
す
」
の
先
生
も
み
え
ま

す
よ
。

対
象

１
歳
６
か
月
ま
で
の
保
・
幼
稚
園

入
園
前
の
親
子
　
20
組

日
時

５
月
26
日（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
　
和
室
　

講
師

松
本
　
恵
子
さ
ん
（
ち
び
っ
こ
は

う
す
）

参
加
料

無
料

受
付
期
間

５
月
12
日（
木
）午
前
９
時
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
８
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講
座
等
の
申
し
込
み
で
取
得
し
た
個
人
情

報
は
、
そ
れ
以
外
の
目
的
で
は
利
用
い
た

し
ま
せ
ん
。



ふ
れ
あ
い
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
音
楽
の

花
束
）

初
夏
の
爽
や
か
な
風
に
乗
せ
て
響
く
歌

声
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

本
格
的
な
歌
か
ら
、
一
緒
に
口
ず
さ
め

る
歌
ま
で
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時

５
月
15
日（
日
）

午
後
２
時
開
演
　
入
場
無
料

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ロ
ビ
ー

出
演
者

丸
山
優
子
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル
事
務
室
　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
６
０

小
学
生
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

日
時

８
月
２
日（
火
）〜
４
日（
木
）

場
所

国
立
信
州
高
遠
少
年
自
然
の
家

対
象
者

市
内
小
学
校
４
〜
６
年
生
30
名

程
度

参
加
費

６
、
０
０
０
円

応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
「
小
学
生
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
申
込
」
と
記
入
し
①
参

加
児
童
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
学
校

名
・
学
年
・
組
③
性
別
④
住
所
⑤
電
話

番
号
⑥
保
護
者
氏
名
⑦
緊
急
連
絡
先
電

話
番
号
を
明
記
し
郵
送
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

応
募
締
切

５
月
31
日（
火
）消
印
有
効

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

〒
４
０
７
ー
０
１
０
５
　

甲
斐
市
下
今
井
２
３
６
番
地
２
　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
８

地
域
交
流
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
オ
ズ
の
魔
法

使
い
と
夢
の
国
」
出
演
者
募
集

甲
斐
市
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
・
石
和

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
・
山
梨
市
花
か
げ
ホ

ー
ル
の
３
つ
の
ホ
ー
ル
が
連
携
し
、
地
域

の
小
中
学
生
参
加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

開
催
し
ま
す
。

甲
斐
市
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
は
10

月
２
日
（
日
）
に
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
と
夢

の
国
」
を
公
演
し
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
と
夢
の
国
」
に
出
演
し

て
く
れ
る
小
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
で
豊
か
な
感
性
や

表
現
力
を
育
む
と
と
も
に
、
心
に
残
る
思

い
出
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
劇
団
フ
ジ
の

監
督
や
、
劇
団
員
が
、
歌
や
踊
り
、
せ
り

ふ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
経
験
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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講　　座　　名 内　　　　　　　容 定員 期間・時間 講　師 教材費／持ち物

洋 ラ ン 入 門
寒さに弱い高価な｢コチョウラン｣自らの手で開花させてみ
ませんか。お手持ちのランの状況を診断し適切な日常管理
について学びます。

15名
5/24、7/26、10/25

火曜日
午前９時30分～11時30分

洋蘭栽培家
松村　秀彦

3回/2、000円
手持ちの株、手袋、
剪定はさみ

●竜王中部公民館ふれあい講座（前期）

受 付 開 始　5月6日（金）午前9時から電話で受付（定員になり次第締切）
受　講　料　無料（講座により材料費がかかります）
受講対象者　市内在住者及び市内に勤務されている18歳以上の人

●竜王中部公民館こどもふれあい教室

■申し込み・問い合わせは…竜王中部公民館　 055（276）5782

講　　座　　名 内　　　　　　　容 定員 期間・時間 講　師 教材費／持ち物

小 中 学 生
ふ れ あ い 将 棋

土曜午前、将棋をして考える力をつけてみませんか。親切
に初歩から教えてもらえます。初心者大歓迎です。 30名

5/21～10/1
第1・3土曜日
午前10時～正午

日本将棋連盟
竜王支部長
小野　重孝

10回／無料

●双葉公民館ふれあい講座

受 付 開 始　5月6日（金）午前9時から電話で受付（定員になり次第締切)
受　講　料　無料（講座により材料費がかかります）
受講対象者　市内在住者及び市内に勤務されている18歳以上の人

●双葉公民館こどもふれあい教室

■申し込み・問い合わせは…双葉公民館　 0551（20）3666

講　　座　　名 内　　　　　　　容 定員 期間・時間 講　師 教材費／持ち物

夏 を 楽 し く
テーブルガーデニング

食卓でも緑を楽しみませんか。
1. 花の色を楽しみましょう（インテリアに寄せ植え）
2. キッチンハーブのテーブルガーデニング
3. ビスコパールでカラフルガーデニング

15名
6/3～7/1
隔週金曜日

午前10時～正午

アフロディーテ・
デザインルーム代表
渡辺ひさ子

3回／3、000円／エプ
ロン、手袋、小さいス
コップまたはスプーン

講　　座　　名 内　　　　　　　容 定員 期間・時間 講　師 教材費／持ち物

こ ど も 囲 碁 教 室 小中学生の皆さん、囲碁を習ってみませんか。土曜の午前
中を有意義に過ごしましょう。

小中学生
20名

5/21～7/9
毎週土曜日

午前10時～正午

甲斐市文化協会
囲碁部双葉支部
のみなさん

8回／無料
筆記用具、ノート
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誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

《
公
演
概
要
》

日
時

10
月
２
日（
日
）

開
演

午
前
10
時
30
分
・
午
後
２
時
　
　

（
２
回
公
演
）

会
場

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

出
演
者

劇
団
フ
ジ
・
地
元
の
小
中
学
生

《
出
演
者
募
集
内
容
》

応
募
資
格

甲
斐
市
並
び
に
近
隣
に
在
住

の
小
中
学
生
で
次
の
日
程
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
、
練
習
、
本
番
に
参
加
で
き
る
人

日
程
　
６
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）、
７

月
10
日（
日
）・
27
日（
水
）、
８
月
22
日

（
月
）
・
23
日
（
火
）
、
９
月
３
日

（
土
）
・
４
日
（
日
）
・
23
日
（
金
）、
10

月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）

募
集
人
員

40
人
程
度（
20
人
×
２
公
演
）

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に
顔
写
真

（
２
×
３
セ
ン
チ
程
度
）を
貼
り
、
住
所
、

氏
名
（
本
人
と
保
護
者
）、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、
特
技
を
記
入
の
う
え
、

次
の
あ
て
先
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
６
月
15
日
（
水
）
必
着
）
な
お
、
電
話

で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

６
月
15
日（
水
）
ま
で

■
宛
先
・
問
い
合
わ
せ
は
…

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル
事
務
室

０
５
５
１（
２
０
）３
６
６
０

〒
４
０
７
ー
０
１
０
５

甲
斐
市
下
今
井
２
３
０

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

５
月
20
日
（
金
）
ま
で
竜
王
ア
ミ
ー
カ

（
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
）
の
み
な
さ
ん
の
作
品

を
展
示

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館
　
　

０
５
５（
２
７
６
）７
５
１
１

６
月
16
日（
木
）ま
で
文
化
協
会
川
柳
部

の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
展
示

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５（
２
７
６
）０
７
１
１

平
成
17
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税

務
）
試
験
の
お
知
ら
せ

受
験
資
格
　
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

受
験
申
込
書
の
交
付
及
び
受
付

交
付
期
間
　
５
月
９
日（
月
）〜
６
月
28
日

（
火
）
※
土
日
を
除
く

交
付
場
所
　
甲
府
税
務
署

受
付
期
間
　
６
月
21
日（
火
）〜
28
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
※
土
日
を
除
く

第
１
次
試
験
　
９
月
４
日（
日
）

教
養
試
験
、
適
正
試
験
、
作
文
試
験

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
税
務
署
税
務
広
報
広
聴
官

０
５
５（
２
３
３
）３
１
１
１

平
成
17
年
度
や
ま
な
し
青
年
セ
ミ
ナ
ー

（
青
年
海
外
派
遣
事
業
）
参
加
者
募
集
　

山
梨
県
・
四
川
省
友
好
県
省
20
周
年

み
ん
な
で
中
国
へ
行
こ
う
！
見
つ
け
よ

う
！
新
た
な
出
逢
い
、
そ
し
て
感
動
…

訪
問
時
期
　
11
月
20
日（
日
）〜
27
日（
日
）

８
日
間

募
集
人
員
　
20
人

参
加
資
格
　
県
内
在
住
で
18
歳
以
上
40
歳

以
下
の
人

自
己
負
担
金
　
１
１
５
、
０
０
０
円
（
基

本
的
に
食
事
付
き
、
甲
府
・
成
田
間
の

経
費
込
み
。
任
意
保
険
含
む
）

応
募
受
付
期
間
　
５
月
２
日（
月
）〜
６
月

17
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

（
事
業
の
内
容
、
応
募
要
領
の
お
取
り
寄

せ
な
ど
）

山
梨
県
企
画
部
県
民
室
青
少
年
課

〒
４
０
０
ー
８
５
０
１
　

甲
府
市
丸
の
内
１
ー
６
ー
１

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
５
７

第
18
回
全
国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
お
か
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お
か
２
０
０
５
）

「
長
寿
社
会
・
私
の
主
張
」
の
作
文
募
集

「
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
）」
は
、
長
寿
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
各
世
代
の
人
々
が
と
も
に
考
え
る
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
の
意
識
の
啓
発
、
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
の

全
国
的
な
祭
典
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の

で
す
。

「
長
寿
の
話
（
わ
）

ひ
ろ
げ
て
人
の
輪

ア
ジ
ア
の
和
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
18
回
全

国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
お
か
大
会
（
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お
か
２
０
０
５
）を
開
催
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
60
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
「
長
寿
・
私
の
主
張
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

高
齢
者
の
積
極
的
な
健
康
づ

く
り
、
社
会
貢
献
、
文
化
・
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
就
業
・
就
学
な
ど
、
そ

の
生
活
を
豊
か
で
明
る
く
い
き
い
き
と

す
る
も
の
に
関
し
て
、
家
庭
、
職
場
、

地
域
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
具
体
的

経
験
を
通
じ
て
考
え
た
こ
と
、
意
見
、

主
張
。
表
題
は
自
由
。

応
募
資
格

60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
21
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

規
格

縦
書
き
A
４
サ
イ
ズ
　
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
（
ワ
ー
プ
ロ

原
稿
は
20
字
×
20
行
の
縦
書
き
）

記
載
事
項

原
稿
用
紙
に
表
紙
を
添
え
、

表
題
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
連
絡
先

電
話
番
号
、
現
在
の
職
業
ま
た
は
前
職

業
歴
を
記
載
。
ま
た
、
本
コ
ン
ク
ー
ル

の
募
集
告
知
を
見
た（
聞
い
た
）場
所
等

を
記
載
。

締
め
切
り

５
月
31
日（
火
）
※
当
日
消
印
有
効

■
作
品
の
送
付
・
問
い
合
わ
せ
は
…

〒
１
０
５
ー
８
４
４
６
　
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
３
ー
８
ー
21

虎
ノ
門
33
森
ビ

ル
８
階

財
団
法
人
　
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

「
長
寿
社
会
・
私
の
主
張
」
係

０
３（
５
４
７
０
）６
７
５
３

地
域
の
新
名
称
を
募
集
し
ま
す

県
で
は
、
地
域
振
興
局
組
織
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
基
本
的
方
向
を
決
定
し
ま

し
た
。
市
町
村
合
併
の
進
展
な
ど
か
ら
峡

中
地
域
と
峡
北
地
域
を
ひ
と
つ
の
地
域
と



し
て
「
中
北
部
地
域
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

よ
り
地
域
に
親
し
ま
れ
る
地
域
名
と
す
る

た
め
、
み
な
さ
ん
か
ら
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
５
月
１
日（
日
）〜
14
日（
土
）

※
必
着

応
募
資
格
　
峡
中
・
峡
北
地
域
に
お
住
ま

い
の
人（
応
募
は
一
人
何
点
で
も
可
）

応
募
方
法
　
地
域
の
新
名
称（
ふ
り
が
な
）、

そ
の
名
称
と
す
る
理
由
、
住
所
、
氏
名
、

及
び
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
提
出
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は
…

〒
４
０
０
ー
８
５
０
１
　
甲
府
市
丸
の

内
１
ー
６
ー
１
　
山
梨
県
企
画
部
新
行
　

政
シ
ス
テ
ム
課
　

０
５
５（
２
２
３
）

１
６
３
７
　
　
０
５
５（
２
２
３
）１
７
　

７
６

竜
王
青
葉
若
葉
を
み
る
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

在
宅
で
の
生
活
や
療
養
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
な
ど
に
５
月
の
自
然
の
息
吹
を
感

じ
と
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
野
外
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
、
こ
の
参
加
者
の
お

世
話
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
22
日（
日
）

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

募
集
内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
高
校
生
以
上

申
込
締
切
　
５
月
６
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
共
立
診
療
所
　
望
月
　

０
５
５（
２
７
９
）８
６
１
１

陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地

創
立
45
周
年
記
念
行
事

日
時５

月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地

（
南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
３
０
９
３
）

内
容

記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展

示
（
礼
砲
、
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
）、
装

備
品
展
示
、
試
乗
（
ジ
ー
プ
な
ど
）、
音

楽
演
奏
、
野
外
売
店
等

※
雨
天
等
の
場
合
に
は
、
一
部
内
容
に
変

更
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
は
…

北
富
士
駐
屯
地
広
報
室

０
５
５
５（
８
４
）３
１
３
５

文
部
科
学
省
地
域
子
ど
も
教
室
「
物
語
の

森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

世
界
の
た
く
さ
ん
の
お
話
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
ゲ
ー
ム
や
手
遊
び
、
工
作
な

ど
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
講
演
会
は
、

鈴
木
孝
夫
氏
（
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

を
講
師
に
招
き
、「
ど
う
す
る
、
こ
れ
か
ら

の
外
国
語
教
育
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時５

月
21
日（
土
）午
前
11
時
〜
午
後
４
時

場
所

山
梨
県
立
文
学
館

内
容

世
界
の
歌
と
お
話
の
子
ど
も
広

場
・
ラ
ボ
教
育
講
演
会

参
加
費

無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

財
団
法
人
ラ
ボ
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

（
万
行
）

０
５
５
１（
２
８
）５
４
８
９

部
長

▽
昇
任

敷
島
支
所
長
兼
敷
島
支

所
市
民
課
長（
建
設
課
長
）飯
塚
文
明
　
▽
兼

職
解
除

福
祉
保
健
部
長
（
福
祉
保
健
部
長

兼
敷
島
支
所
長
）
米
山
裕
文
　
▽
兼
職

双

葉
支
所
長
兼
双
葉
支
所
市
民
課
長
（
双
葉
支

所
長
）野
沢
美
雪

課
長

▽
配
置
換
え

市
民
部
市
民
課
長

（
敷
島
支
所
市
民
課
長
）
長
田
修
　
都
市
建
設

部
建
設
課
長（
双
葉
支
所
市
民
課
長
）中
野
正

洋
　担

当

▽
配
置
換
え

秘
書
広
報
課
（
市

民
課
）河
野
晴
美
　
企
画
部
企
画
課（
保
険
課
）

小
幡
理
美
　
企
画
部
財
政
課（
総
務
課
）横
森

貴
志
　
総
務
部
（
交
流
派
遣：

山
梨
県
福
祉

保
健
部
長
寿
社
会
課
）（
双
葉
支
所
地
域
課
）

小
林
和
彦
　
総
務
部
総
務
課（
財
政
課
）中
村

宗
和
　
総
務
部
総
務
課（
緑
化
推
進
課
）勝
村

秀
彦
　
総
務
部
総
務
課
（
竜
王
支
所
地
域
課
）

梅
原
剛
　
総
務
部
総
務
課
（
双
葉
支
所
地
域

課
）藤
井
亮
一
　
総
務
部
総
務
課（
秘
書
広
報

課
）伊
藤
仁
美
　
総
務
部
人
事
課（
敷
島
支
所

市
民
課
）飯
沼
秀
司
　
市
民
部
市
民
課（
子
育

て
支
援
課
）三
森
尚
美
　
市
民
部
市
民
課（
税

務
課
）名
取
晶
子
　
市
民
部
市
民
課（
敷
島
支

所
市
民
課
）中
込
浩
司
　
市
民
部
税
務
課（
総

務
課
）高
鳥
悟
　
市
民
部
税
務
課（
生
涯
学
習

文
化
課
）久
保
田
浩
　
市
民
部
税
務
課（
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
）
中
村
大
輔
　
市
民
部
税
務
課

（
企
画
課
）
柴
崎
智
之
　
市
民
部
税
務
課
（
市

民
課
）小
野
綾
子
　
市
民
部
保
険
課（
高
齢
福

祉
課
）
小
林
修
　
市
民
部
保
険
課
（
人
事
課
）

堤
貞
治
　
市
民
部
保
険
課（
税
務
課
）中
村
さ

か
江
　
市
民
部
保
険
課（
税
務
課
）宮
川
佳
子

環
境
経
済
部
農
林
振
興
課
（
双
葉
支
所
地
域

課
）
大
柴
宏
之
　
環
境
経
済
部
農
林
振
興
課

（
敷
島
支
所
地
域
課
）
深
沢
勇
也
　
環
境
経
済

部
商
工
観
光
課
（
緑
化
推
進
課
）
金
丸
秀
樹

環
境
経
済
部
環
境
課（
健
康
増
進
課
）花
輪
正

純
　
環
境
経
済
部
環
境
課（
農
林
振
興
課
）杉

山
真
吉
　
福
祉
保
健
部
福
祉
課（
環
境
課
）中

込
雅
幸
　
福
祉
保
健
部
福
祉
課
（
農
林
振
興

課
）
新
井
真
一
　
福
祉
保
健
部
子
育
て
支
援

課（
福
祉
課
）米
山
宗
久
　
福
祉
保
健
部
子
育

て
支
援
課
（
竜
王
支
所
地
域
課
）
早
川
英
彦

福
祉
保
健
部
子
育
て
支
援
課
（
教
育
総
務
課
）

石
川
雄
規
　
福
祉
保
健
部
子
育
て
支
援
課

（
竜
王
支
所
地
域
課
）
森
田
公
　
福
祉
保
健
部

高
齢
福
祉
課
（
介
護
認
定
審
査
会
事
務
局
）

（
学
校
教
育
課
）
石
田
玉
江
　
福
祉
保
健
部
高

齢
福
祉
課（
会
計
課
）保
坂
江
里
　
福
祉
保
健

部
高
齢
福
祉
課（
水
道
局
業
務
課
）大
木
貴
子

福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課（
福
祉
課
）新
津
誠

福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課
（
竜
王
支
所
地
域

課
）
向
山
治
子
　
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課

（
高
齢
福
祉
課
）
藤
原
布
美
　
福
祉
保
健
部
健

康
増
進
課（
高
齢
福
祉
課
）廣
田
あ
け
み
　
福

祉
保
健
部
健
康
増
進
課（
福
祉
課
）中
村
美
佐

都
市
建
設
部
建
設
課（
総
務
課
）内
田
隆
　
都

市
建
設
部
建
設
課（
双
葉
支
所
地
域
課
）長
谷

川
秀
明
　
都
市
建
設
部
建
設
課
（
水
道
局
業

務
課
）白
神
忠
広
　
都
市
建
設
部
建
設
課（
子

育
て
支
援
課
）
有
泉
正
恵
　
都
市
建
設
部
都

市
計
画
課（
税
務
課
）篠
原
千
里
　
都
市
建
設

部
緑
化
推
進
課（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）岩
下
和

也
　
都
市
建
設
部
緑
化
推
進
課
（
商
工
観
光

課
）輿
石
聡
　
都
市
建
設
部
下
水
道
課（
保
険

課
）保
延
勉
　
都
市
建
設
部
下
水
道
課（
水
道
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局
工
務
課
）
土
屋
史
朗
　
竜
王
支
所
地
域
課

（
生
涯
学
習
文
化
課
）
皆
川
洋
　
竜
王
支
所
地

域
課（
双
葉
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所
市
民
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）高
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正
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王
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健
康
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）
河
野
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保
子

敷
島
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所
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民
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敷
島
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所
地
域
課
）中
込

広
人
　
敷
島
支
所
市
民
課
（
双
葉
支
所
市
民

課
）瀧
波
秀
彰
　
敷
島
支
所
地
域
課（
環
境
課
）

名
取
藤
吾
　
敷
島
支
所
地
域
課
（
水
道
局
工

務
課
）土
肥
俊
一
　
敷
島
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所
地
域
課（
水
道

局
業
務
課
）堺
玲
太
　
双
葉
支
所
市
民
課（
福

祉
課
）米
山
吟
子
　
双
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支
所
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課（
敷
島
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所
地
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課
）
窪
田
友
昭
　
双
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支
所
地
域
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て
支
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課
）土
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冷
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双
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所
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双
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所
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双
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地
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総
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課
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田
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仁
　
双
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課
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生
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学
習
文
化
課
）
長
坂
正
時

竜
王
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保
育
園（
双
葉
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保
育
園
）野
田
芳
美

竜
王
西
保
育
園（
敷
島
保
育
園
）内
藤
加
津
美

竜
王
東
保
育
園（
竜
王
北
児
童
館
）丹
沢
真
澄

竜
王
東
保
育
園（
松
島
保
育
園
）小
野
紀
代
美

竜
王
南
保
育
園（
双
葉
西
保
育
園
）清
水
知
恵

美
　
竜
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保
育
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し
き
し
ま
幼
稚
園
）泉
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竜
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保
育
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保
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園
）志
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中
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保
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双
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保
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王
南
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）山
口
綾
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葉
西

児
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児
童
館
）安
永
茂
子
　
双
葉
東

児
童
館（
双
葉
西
児
童
館
）高
敏
美
　
会
計
課

（
下
水
道
課
）
飯
室
智
　
議
会
事
務
局
（
建
設

課
）
金
子
智
奈
美
　
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課（
建
設
課
）小
松
重
貴
　
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課（
建
設
課
）三
井
敏
夫
　
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
文
化
課（
保
険
課
）清
水
伸
夫
　
教

育
委
員
会
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涯
学
習
文
化
課（
税
務
課
）上
條

秀
夫
　
教
育
委
員
会
ス
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ー
ツ
振
興
課
（
都

市
計
画
課
）
新
海
順
一
　
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課（
建
設
課
）渡
辺
充
　
竜
王
中
学

校（
学
校
教
育
課
）佐
々
木
秀
人
　
し
き
し
ま

幼
稚
園（
竜
王
南
保
育
園
）藤
田
実
紀
　
敷
島

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
竜
王
中
央
保
育
園
）宇

佐
美
輝
子
　
水
道
局
業
務
課
（
議
会
事
務
局
）

村
越
恵
　
水
道
局
業
務
課
（
子
育
て
支
援
課
）

古
田
悟
大
　
水
道
局
工
務
課（
下
水
道
課
）寺

島
信
　
水
道
局
工
務
課
（
敷
島
支
所
地
域
課
）

長
田
大
地
　
市
民
部
保
険
課
（
山
梨
県
商
工

労
働
部
商
工
総
務
課
）
矢
野
久
　
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
（
指
導
監
）（
山
梨
県
教
育
委

員
会
竜
王
小
学
校
）奥
山
賢
一
　

退
職

末
木
高
美
（
市
民
課
長
）

清
水
宏
子
（
竜
王

北
小
学
校
）

輿
石
照
子
（
竜
王
北
小
学
校
）

花
形
智
壽
子
（
竜
王
中
学
校
）

小
林
栄
子

（
敷
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

長
井
勝
美

（
市
民
課
）

虎
谷
京
子
（
竜
王
西
保
育
園
）

斉
藤
和
美（
竜
王
東
保
育
園
）

小
尾
か
つ
み

（
竜
王
南
保
育
園
）

渡
辺
重
敏
（
高
齢
福
祉

課
）
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行楽期の交通事故防止　

周期の木々も新緑に覆われ、県内外の行楽地にド
ライブするには絶好の季節になりました。
昨年、春の連休時（４月28日～５月５日までの８
日間）における県内の交通事故は、発生が89件、亡
くなった人はいませんが怪我をした人は117人いま
した。
交通事故の原因は、
○前方不注意によるものが24件で全体の27％
○安全不確認によるものが32件で全体の36％
となっており、漫然運転によるものが事故の大半
を占めています。

これらの交通事故を防止するためには
○前方に対する注視を怠らない。（話に夢中になった
り、景色に見とれない）
○時間にゆとりを持った計画を立て、２時間に１回
は休憩をとる。
○交差点を通過する際や、各種施設から道路へ出入
りする際には、安全確認を確実に行う。
○シ－トベルトの着用、チャイルドシ－トの使用の
徹底。
など交通ル－ル、運転の基本や交通マナ－を守る事
が必要です。

悪質商法にご注意

悪質商法とは、言葉巧みに勧誘し、高額な商品や
サービスを売りつける販売方法のことを言います。
最近では、
○電話を利用して高額な商品等の契約を結ぶ電話勧
誘商法
○コンピュ－タ・ネットワ－クを利用した詐欺行為
○安売りや講習会を名目に人を集め、その場の雰囲
気で強引に高額商品の契約を結ばせる催眠商法な
どが増加し、社会問題となっています。
悪質商法の被害に遭わないためには、次のことに
注意して賢い消費者としての知識を身につけましょ
う。
○「儲かりますよ」の言葉には絶対に乗らない
○いらない時は、はっきりと「いりません」
○説明内容は書面で確認を
○相手がしつこく勧誘するときは「110番通報」
また、「うっかり契約した、後悔している。解約し

たい」時は、ク－リングオフ制度もあります。
うまい話には必ず裏があります。大切な財産をまも
るのはあなた自身です。



32

みんな迷惑しています
～犬・猫による苦情が

多く寄せられています～
犬や猫を飼っているみなさんのマ
ナーが悪く、散歩時のフンの始末や
無駄吠え、飼い主の注意不足による咬
傷事故などの苦情が住民からよせられて
います。自分の家の犬や猫が近所の迷惑にな
っていませんか。周りのみんなが犬や猫を好きな人
ばかりではありません。飼うからには次の注意事項
を守り、最後まで責任を持って飼いましょう。

犬・猫の飼育注意事項
・犬を飼う場合は、市に登録をして１年に１回狂犬
病予防注射を受けましょう
・犬は常につないで飼いましょう（放し飼いの禁止）
・散歩中のフンは、必ず飼い主が持ち帰りましょう
・犬の死亡・転入・転出等市役所に届け出ましょう
・猫は名札を付け、なるべく家の中で飼いましょう
・しつけを行い、無駄吠え等他人に迷惑をかけない
ように対処しましょう
・繁殖を希望しない場合は、避妊・去勢手術を行い
子犬や子猫を捨てたり、処分することが無いよう
にしましょう
・野良犬・野良猫にむやみにエサを与えないこと
（エサを与えることによってその場所に居着くよ
うになります。また、一般的に餌付けをすると飼
主とみなされます）
最近、猫についての苦情が多くなってきていま

す。猫の飼い主の人は、近所の迷惑にならないよう
飼育してください。
首輪や名札を付けて自分の飼っている猫が判別で
きるようにしておくとトラブルを回避しやすくなり
ます。
■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653

せん定枝粉砕処理
家庭等において伐採されたせん定
枝を粉砕処理します。
今月より玉幡中学校北側の市有地
に加え、新たに自然休養村管理セン
ター（敷島総合公園入口）でも行いま

す。
◎玉幡中学校北側の市有地

日　　程 ５月は次の日をお休みとさせていただ
きます。
毎週金曜日
祝日（３・４・５日）

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日　　程 ５月は次の日をお休みとさせていただ

きます。
毎週月・水・木・土曜日
祝日（３・４・５日）

受入時間 午前9時～正午、午後1時～4時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下のもの
に限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。
＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付いた
物、及び草等は受入しませんので注意して下さい。

＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来ま
せん。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限り
無料で差し上げています。剪定枝受け入れ時間中
であればいつでも取りに来ていただいて結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参して、
係員の指示に従ってください。

ごみ（廃棄物）の焼却は禁止されています
農業者がやむを得ない場合に行うせん定枝の焼却
等、一部例外として認められる焼却もありますが、
最近こういった焼却による臭いや煙の相談が多数寄
せられています。
例外として認められている焼却についても、でき
るだけ焼却以外の方法で処理するようお願いします。
また、農業者がやむを得ずせん定枝等を焼却する
場合でも、時間帯や風向きに気をつけるなど、近隣
住民に迷惑をかけないようにしましょう。
市で実施しているせん定枝粉砕処理を活用する

等、焼却の軽減に努めましょう。
市民一人ひとりが協力し、住みよい環境づくりを
目指しましょう。
■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

公園をきれいに
犬のフンは持って帰りましょう
WANWANパーティクラブがクリーン活動
４月10日（日）、WANWANパーティクラブでは、

信玄堤公園で、犬の散歩をするみなさんにパンフレッ
トとビニール袋を渡し「犬のフンは持ち帰ろう」と呼
びかけました。犬のフン
が多く、公園が「犬、立入
禁止」になってしまった所
があります。飼い主みん
なの取り組みで安心して
犬も散歩ができる公園に
しようという活動です。



市では、高齢者が健康で生き生きと生活を送れるよう支援するため、在宅で高齢者を
介護している家族の方を対象として、介護方法の知識と技能の普及を目的に甲斐市竜王
在宅介護支援センター,めぐみ荘在宅介護支援センター、在宅介護支援センター敷島荘、
双葉在宅介護支援センターに委託し、家族介護者教室を毎月開催しています。多くの皆
様の参加をお待ちしています。

テーマ　「高齢者の栄養管理」

日　時　５月13日（金）午後１時30分～
場　所　敷島総合文化会館 3階会議室

（甲斐市島上条1020）
対象者　介護を行っている人、及び介護に関心がある人
■申し込み・問い合わせは…
在宅介護支援センター敷島荘 055（277）8818

テーマ「介護技術について大変な介護・楽な介護」

日　時　5月18日(水）午後１時30分～　
場　所　竜王保健福祉センター１階作業室

（甲斐市西八幡3018－1）
対象者　介護を行っている人、及び介護に関心のある人
■申し込み・問い合わせは…竜王在宅介護支援センター
（竜王保健福祉センター内） 055（279）1113

テーマ　「認知症の理解と予防」

日　時　５月21日（土）午後１時～
場　所　双葉登美団地コミュニティーセンター　

（甲斐市龍地798－13）
対象者　介護を行っている人、及び介護に関心のある人
■申し込み・問い合わせは…
双葉在宅介護支援センター 0551（28）5545

テーマ　「手・足・爪のケア」

日　時　５月25日（水）午後２時～
場　所　めぐみ荘２階ホール

（甲斐市竜王644－5）
対象者　介護を行っている人、及び介護に関心のある人
■申し込み・問い合わせは…
めぐみ荘在宅介護支援センター 055（278）0881

日　時　５月12日～７月21日　毎週木曜日（全11回）
午後１時30分～２時30分

場　所　敷島保健福祉センター内軽運動室
対象者　60歳以上の市民　定員　10名　講師　健康運動指導士
内　容　３か月間器具等を効率的に使い筋力アップを図ります。

筋力がつくと、バランス、柔軟性、敏速性が養われ、
日常生活の行動が軽やかとなり、自信回復へつながります。

〈運動プログラムの作成と実績・健康・栄養指導等を行います〉
受講料　無料　ただし施設利用料（１回100円）はかかります。
持ち物　運動靴/タオル/運動のできる服装
申し込み　５月６日（金）～11日（水）健康増進課で受け付けます。

（電話可）申込順
■申し込みは…健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

生活習慣予防のためご自身の生活改善をしたいと思っている人を
対象に次の日程で運動教室を実施します。是非お気軽にご参加く
ださい。
対　象　高血圧、肥満、糖尿病、高脂血症など運動の必要な人
内　容　軽運動
日　時　５月19日（木）午後１時30分～3時
場　所　竜王保健福祉センター
申し込みは5月16日（月）までに健康増進課までご連絡ください。
※運動のできる服装でお出かけください。
■申し込みは…
健康増進課　　（敷島庁舎1階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎1階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎1階） 0551（20）3651

●家族介護者教室　開催のお知らせ

●体力自信取り戻し教室
軽運動室ではじめよう!体力づくりつづけよう!健康づくり

●運動教室

マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の
衰えを防止することは安産の第1歩です。そして、出産後のシェイプアップへとつながります。＜午前10時までに受付を済ませてください。＞

申し込み　申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの　母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶などを持参してください。

内容／マタニティービクス（講師）マタニティービクスインストラクター、助産師、保健師
実施月日／５月18日（水）午前10時～正午　対象／甲斐市に在住する５か月の過ぎの妊婦　実施場所／竜王保健福祉センター

●マタニティービクス教室

●母親学級●母子健康手帳の発行
発行時間　開庁時間（午前8時30～午後5時15分）
場　　所　健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課

双葉支所地域課
持参するもの　印鑑

妊娠の心配事がありましたら、ご相談ください。
■お問い合わせは…
健康増進課　　（敷島庁舎1階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎1階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎1階） 0551（20）3651
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■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎1階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎1階） 055（278）1666 双葉支所地域課（双葉庁舎1階） 0551（20）3651

●乳幼児健診

●乳幼児予防接種

予防接種指定医療機関　＊事前に予約をしてから予防接種を行ってください。

●離乳食
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●人間ドック
受診申し込み

申込期間　５月９日（月）
～６月16日（月）

対象者　40歳以上の人
※社会保険本人は対象外です。

申込場所 健康増進課（敷島庁舎１階）、
竜王支所地域課（竜王庁舎１階）、
双葉支所地域課（双葉庁舎１階）

申込方法 健康保険証と印鑑を持参してください。
受診券を発行します。
申し込みの際に委託医療機関から
受診機関を選んでいただきます。
総合健診申込書とは別に申請が必要です。

料　　金 委託医療機関によって受診料は違います。
市では検査項目により下記の金額を
補助します。
基本検診のみの人は、30,000円
前立腺がんを含む人は、31,000円
子宮がん検査又は乳がん検査
（マンモグラフィー）
どちらか一方を含む人は、32,000円
子宮がん検査・乳がん検査
（マンモグラフィー）
両方含む人は、33,000円

委託医療機関
社会保険山梨病院健康管理センター、甲府共立病院総合健
診センター、甲府市医師会健康管理センター、山梨県厚生
農業協同組合連合会健康管理センター、中沢クリニック、
竜王リハビリテーション病院、竜王共立診療所、赤坂台病
院、クアハウス石和
※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受付いたします。
※医療機関への受診日の予約は、受診券の発行後になりま
す。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●健診受診調査及び総合健診申し込みについて
平成17年度市では総合健診を実施します。
健診実施前に「健診受診調査及び総合健診申込書」

を各世帯に送付します。
＊総合健診実施時期にあわせ「健診受診調査及び総
合健診申込書」を送付しますので地区ごと送付の時
期が異なりますがご了承ください。（4月～７月にか
けて送付します）
健診受診調査及び総合健診申込書が届きましたら必
ず全員（19歳以上の人）記入し、提出期日までに同
封された返信用封筒にて健康増進課まで送付してく
ださい。
＊子宮がん検診においても同様に「健診受診調査及
び総合健診申込書」にて申し込みを受け付けます。

受診券は、後日送付します。
「健診受診調査票及び総合健診申込書」を４月に送付した地
区
①双葉全地区
②竜王地区：竜王１～４区、上篠原、古村、新居、
仲新居、田中、田中２区、万才１区、万才東区、榎
東区、榎西区、富竹新田１～４区、竜王新町１～７
区、竜王仲町区、名取
＊上記地区にて、転入等により健診受診票及び総合健診
申込書が届いていない人はお問い合わせください。
■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎１階）

055（277）4735

●いきいき健康教室
いつまでも元気で健やかな生活を送ることができるよ
うに介護予防を中心に様々なテーマで健康教室を開催し
ます。多くの方のご参加をお待ちしています。
日　時　5月18日（火）午後１時～１時30分
場　所　志麻の湯ことぶきセンター
内　容　講師市栄養士
テーマ　『高血圧を予防する食事のポイント』
日　時　５月26日（木）午前11時30分～正午　
場　所　百楽泉多目的ホール
内　容　講師山梨歯科衛生士会　監事牛山京子　

テーマ『お口の健康講座』
※いきいき健康教室時、健康相談・血圧測定を実施します。
■問い合わせは…高齢福祉課（敷島庁舎１階）

055（277）3116

●救急医療 まずは連絡をしてから…
（竜王・敷島地区の人）
○救急医療センター… 055（226）3399
夜間救急診療…毎日午後７時～午前７時
小児救急医療…休日午前９時～午後７時

夜間午後７時～翌日午前７時
応需医療機関の検索、紹介…毎日２４時間対応
○歯科救急センター… 055（220）1199
夜間歯科救急診療…日曜、祝日の午後５時～11時
○救急調剤センター… 055（236）5200
夜間救急調剤…毎日午後７時～11時
医療品の情報提供など…毎日午前９時～午後５時
○精神科救急医療相談… 055（254）3119
平日…午後５時15分～９時15分
土・日・祝日…午前11時～午後７時30分
（双葉地区の人）
○峡北消防本部… 0551（22）3311
○山梨県救急医療情報センター… 055（224）4199
○救急医療センター… 055（226）3399
小児救急医療…休日午前９時～午後７時

夜間午後７時～翌日午前７時
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古紙配合率100％再生
紙を使用しています

この印刷は物は環境にやさしい
大豆油インキで印刷しています

市では、現在、平成18年度早期オープンを目指し、屋内プールを併設
した玉幡地区拠点公園を市南部（西八幡地内）の甲府南アルプス線（通
称アルプス通り）沿いに整備しています。
このなかで、より身近な、より愛着ある、そして自らも参加して完成

した公園として実感してもらえるよう、園内に植樹される樹木の費用を
出資してくださる里親を募集します。
ご結婚、ご家族の誕生、賀寿など、人生の節目に思い出となる記念樹

として、また来園者に安らぎを与える潤いの樹として、里親になってみ
てみてはいかがでしょうか。
なお、対象樹木には里親のネームプレートを備えさせていただきます。

○募集要綱
対 象 者　市内外を問わず個人、団体、企業
募集期間　平成17年９月末まで
対象樹木　花の咲く樹木で１本10万円から

樹種及び植栽時期については、市と相談の上決定
■応募・問い合わせは…都市計画課　 055（278）1669

公園概要
玉幡地区拠点公園は、「緑と活力あふれる生活快適都市・甲斐市」を象徴する施設として、80m×

80mの芝生広場を中心に、清涼感を漂わすせせらぎや数多くの木々、花壇で彩られた自然あふれる美
しい公園になります。
また、園内には一年を通して利用できる25mプール、歩行用プール、子供用プール、リラクゼ－シ

ョンプール、そしてトレーニングジムとしてアリーナが完備されたハイグレードな屋内プールが整備
されます。
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